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十二使徒評議員会補助
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世紀 の初頭， ジ ョセ ブ ・ス ミスが この世 に現 われ た。 そ して，キ リ

１９ ス ト教 と呼ばれている教会が鰻 破 り
， と・しえの福音を犯 して １

いると蠕 した．・れは予言の成就であ・た． 末 日聖徒は回復された縮 ｉ
ゆ

を教 える とい 儀 務韻 ってい る・ 私は心か らこう述 べ ることがで きる・ ｉ

回復 された教会は・の大いなる責任を果た しつつある・ 教会が繊 されて ｉ

一年も経ないうちに， 宣教師醐 布も袋も撒 ず伝道におもむき・回復さ １

れた神の真理を伝えた。 彼 らの業は成功 した。教会は宗教史に例を見ない １
‡宣教師制度を通 し

て，発展 し，繁栄を見た。 ◆

宣教師は諸外国におもむいた。反対の手が高まり， ある時は暴徒が結集

した。新聞は激 しい攻撃演説を掲載 し， 多 くの迫害に見 まわれた。数 々の
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教会でさえ敵対 した． だ力榊 の齢 によ。て騰 され姥 い教会は，成 ｉ

長 し繁栄 し， ついには予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが予言 した ようにロ ッキ ー

山間にた どりついた。

兄 弟姉妹， この業 は進 みつつあ る。 そして全地 に満 ちるまで進み行 くで

あろう。 いかな るもの もこの前 進を留め ることはで きない。
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今 月 の こ よ み

２４日 開拓者記念 日

伝 道 部 ス テ ー キ 部 所 在 地

日本東伝道部

札幌市南 ４条西 １丁 目大浦 ビル ２階

ＴＥ Ｌ （０１１５２１６１６２）
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日本 伝 道 部

東 京 都 港 区 南 麻 布 ５－ ８－ １０

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４４２－ ７４３８）

〒 １０６

東 京 ス テ ー キ部

東 京 都 港 区 北青 山 ３－ ６－ ４

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４０７－ ２４６５）
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日本 中 央 伝 道 部

神 戸 市 灘 区 篠 原 本 町 ４－ ６－ ２８

Ｔ Ｅ Ｌ （０７８－ ８８－２７１２）
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日本 西 部 伝 道 部
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若 き 日 の ジ ョ セ フ ・ス ミ ス

神 との歩み
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表 紙 の 説 明

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 父方 の 祖父

で あ るエ イ ジ ェル ・ス ミス は 妻 と子 供 に

対 して驚 くべ き 手紙 を 書 い て い る。 １７９９

年 の場 面 を 再 現 した 表 紙 は エ ル ドン ・ リ

ン シ ョ トンに よ る 写 真 で あ る。 詳 細 は Ｐ

１８３以 下 ， リチ ャー ド ・Ｌ ・ア ンダ ー ソ

ンの 「予 言者 の 受継 い で い た もの 」 に記

され て い る。
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開拓者精神
ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長

なたが他の時代に生を受けていたとしあ

たら，どうなっていただろうか と考え

たことがあるだろうか。あなたはどんなすば

らしいことをなし遂げていただろうか。他の

時代 も確かに重要であったが，私たちにとっ

て最 も大切なのは今 日， この時代である。私

たちが今な していなければな らないことはつ

義のうちに物事をなし遂げることである。

７月は開拓者に敬意を表する月である。開

拓者は大いなることをな し遂げた。教会員で

ある私たちは，いずこに住んでいようとも開

拓者の残 した礎に増 し加えるように力を尽 さ

ねばならない。

肥沃なユタ山間地方を通 ったある旅行者は

耕された野 と花咲 く園を見て，こう言 った。

「ブリガム ・：ヤングがこの水の豊かな美 しい

谷を永住の地に選んだのは，あたりまえのこ

１８１



酵

＝

き
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ち ょうど春 を迎 え，野 には夏 に収穫 を得 る作物 の緑

が あ り，果 物の木は満開に花 を咲 かせ， この肥沃 な地

のいた る所に，豊かな実 りを思 わせ る風景 があ った。

ユ タを急 いで通 り抜 け，今 日の状態 を見 る人 々か ら，

あの旅行者 のよ うな言葉が よ く聞かれ る。何人 の人 が

州 の初期 の歴史，開拓者 が 「荒 野 と，かわいた地 とは

楽 しみ， さば くは喜 びて花咲 き， さふ らんのよ うに」

（イザ ヤ ３５：１） す るたあに超人的 な 戦いに打 ち勝 っ

た ことを知 っているだろ うか。

１８４７年 ７，月２４日， グ レー トソル トレーク峡谷 に到着

した少数 なが らも強固な決意 を秘 めた開拓者 の前 にひ

ろが っていたのは， 及び もつかない光景 であ った。土

壌は固 く，ひか らびていた。 植物 といえば，谷 中に生 え

ていた海辺に生 じる雑草， かん木，セージ， それに渓

流 の河岸 にわずかの柳 とポプ ラだけであ った。荒廃 し

気落 ちさせ るよ うな光景であ った。開拓者 たちは耕 そ

うとした。だが非常に長い間征 服 されなか った土地 は

作物を拒 んだ。だが峡谷 の渓流を利用 し土壌 に水を完

全 に しみ込 ませ る こ．とによ り土壌 を変え，旅の間携 え

て来 た貴重 な種を蒔 ける状態 にす る ことがで きた。 こ

のよ うに して不利 な状況 のも とに不屈の戦い，砂漠を

征 服す る戦 いが始 ま ったので ある。 そ して， これは灌

がいによ る近代農耕方 式の先駆 けで もあ った。

当時 開拓者 は文 明の地域か ら千 マイル以上 も離れ，

孤 立 していたため，指導者 は消費財 をすべ て生産 し，

質 素に して倹 約す るよ う教 えた。 これは今 もなおす ぐ

れた勧告 で ある。家内産業 の確立 は多 くの説教 のテー

マにな っていた。 自然 か ら生 活に必要 な ものを生 み出

し，浪費を避 け， 「家庭消費 財を家庭 で生産す る」 と

い うブ リガム ・ヤング大管長 の勧告 の もとに聖徒 たち

は，羊毛工場，皮なめ し工場 ，鉄工 場，製材所，製粉

１８２

、

所，陶磁器工場など多 くの有益な産業を確立 した。人

々は必需品の製造方法を学び，消費する食料を栽培 し

た。開拓者の衣服は簡素であったが，丈夫であり， 自

らの手で作 ったものを恥 しいとは思わなかった。

今 日の世界は一致の精神 と社会の安寧のための個人

への関心が失われる傾向にあり，隣人に対 して愛を示

す精神が損われつつある。他人より抜 きん出ようとい

う気持が高まり，それに相応 して，社会的な関心や隣

人愛が失われている。一致のない所，人々が考える目

的，望みにおいて一つになっていない所，万人のため

に自己を捨てて働 くことを拒否する所，金銭愛， この

世的な事に執着 している所に，協力はあり得ない。

私たちは開拓者たちが総 じて持ち，社会が強められ

人々が恩恵に浴 し，互いに結ばれた考えと方法を失わ

ないように願おうではないか。私たちの間に兄弟愛 と

隣人愛が保たれ， 日増 しに強 くなるような状態をみな

ぎらせ，私たちが一つ となることができるように祈ろ

うではないか。古えのルツが言 ったように 「あなたの

民はわたしの民，あなたの神はわた しの神です」（ルツ

１：１６） と感 じることができるよう祈 ろ う で は な い

か。

私は開拓者から受継いでいるものを誇 りに思 ってい

る。開拓者の奉仕 と犠牲の記録は私の誇 りである。今

日私たちは開拓者から遠 く離れ，時には彼 らの業績を

忘れがちである。私たちは開拓者が苦難，苦悩，迫害

を経たにもかかわらず，喜びに満ちてグレー トソル ト

レークに到着 したことを覚えるべきである。

その受継ぎを教会の組織の 日までさかのぼることの

で きる人々，最近改宗 した人々を含めて，私たちの一

人一人が末 日聖徒の開拓者が大いならしめた特質 と特

性を生活の中で実践することを私は祈っている。
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受 継 い で い

リチ ャー ド ・ロ イ ド ・ア ン ダ ー ソ ン博 士

予言者ジョセブ ・スミスに関 して知

られる最初の自叙伝的著述によれば，

１８０５年の誕生が 「善い父母 か ら生 ま

れ，私にキリス ト教を厳格に教えた」１

ことが強調されている。善い父母だけ

でな く，すばらしい祖父母にも恵まれ

ていた。ジョセフ ・ス ミスは殉教する

一年前， 「他の宗派」のためにも勇敢

に宗教の自由を擁護 し，そ して， 「私

が祖父母のひざの上であやされていた

時，心に教えられた自由への愛」２のた

めに戦った。予言者の少年時代を細か

く調べてみると，祖父母の理想 とする

ところが孫に伝えられていたことが証

アンダーソ ン博士 は ブ リガム ・ヤング大学

歴 史，宗教学 の教授を勤め， 新約聖書 と教

会歴史 に関 して 幾多の記事を書いている。

現在， シ ャロン東ス テーキ部 プ リーザ ン ト

ヴ ィコウ第 １ワー ド都 で 福音の教義ク ラス

の教師を している。 ．

明 で き る。

予 言 者 の父 方 の曾 祖 父 ， サ ミュ エル

ス ミス は， 町 と州 の 立 法 機 関 にす ぐれ

た 貢 献 を 果 た した 。 彼 の 死 亡 記 事 には

「祖 国 の 自由 へ の誠 実 な友
， キ リス ト

の 教 え の熱 心 な 支 持 者 」３と記 され て い

る。 サ ミュエ ル の息 子 ， エ イ ジ ェル は

ア メ リ カ独 立 戦 争 の 時， 当時 ８歳 を頭

に ５人 の子 の父 親 で あ っ たが ， 一 兵 士

と して この愛 国 の伝 統 を発 揮 した。 祖

父 エ イ ジ ェル ・ス ミス は マサ チ ュ セ ッ

ツ， ニ ュ ーハ ン プ シ ャー， ヴ ァー モ ン

トで 長 年 農 場 経 営 者 と して 名 を 知 られ

て い た 。 若 い 時 は， 町 の書 記 ４を 勤 め

て い た 。 最 も高 い 地位 に つ い た の は ，

エ イ ジ ェル と息子 た ちが ヴ ァ ーモ ン ト

（予 言 者 が 生 まれ た 地 方 ）の タ ンブ リ ッ

ジ で広 大 な土 地 を有 して い た時 の こ と

で あ る。 そ こで エ イ ジ ェル は， 三 人 か

らな る町 の運 営 委 員 会 の一 人 ， 行 政 委

員に二度選ばれた。また，町の集会の

調停員，道路測量技師，首席陪審員に

選ばれ，検察委員会の一員に任命され

た５。

当時エイジェルが政治 と現実をどの

ように見ていたかは，タンブリッジで

書いた一通の手紙に現われている。 こ

の中で彼は，「自分の仕事に心せよ」６

を十一戒として逸話を述べている。

予言者が祖父か ら教えられた 「自由

への愛」を引きついで抱いていたこと

に関 しては，容易に証明できる。エイ

ジェルは自由が神のみこころのもとに

合衆国から世界にひろがることを望ん

でいたからである。 「神は輝か しい独

立戦争を通 じて我々を導かれ，平和と

自由の約束の地をもたらしたもうた。

神はその定めた もう時と方法により全

世界に同 じ幸福を もた らした もうこと

を信ずる。ノ ここで，政治的な見解と

１８３

」



宗 教 上 の それ とが 一 体 とな って い る。

それ は エ イ ジ ェル が ダ ニ エル 書 の ２

章 が 「君 主 政 治 と教 会 圧 政 はす べ て こ

な ご な に砕 か れ」８て 文 字 通 り成 就 す る

こ とを信 じて い た か らで あ る。 １９３０年

彼 が 死 ぬ前 に モル モ ン経 に つ いて 語 っ

た と して も何 ら不 思 議 で は な い。 彼 は

それ が 真 実 な もの で あ る と語 っ た。 家

族 の 中 か ら世 界 を変 え．るよ うな何 か が

生 じ る こ とを 知 って い た か らで あ る９」

エ イ ジ ェル は ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドで

間違 い な く組 合 教 会 に属 して い たが ，

そ の神 学 に は反 対 して い た。 ジ ョー ジ

・Ａ ・ス ミス は １０代 の頃 ， 年 老 い た祖

父 とよ く語 り合 っ た。 彼 は祖 父 を 「す

ば ら し くそ う明 で陽 気 な老 紳 士 」 で あ

っ た と語 って い る。 しか し， エ イ ジ．エ

ル は， ・息 子 の ジ 。セ フ 〔シニ アゴ を

除 い て は子 供 た ち を甘 や か しす ぎて い

た の で は な い か と思 う。 子 供 た ち は そ

れ ぞ れ ，契 約 派 １０， 組 合 派 １１， 長 老 派 １２

の教 会 に属 して い た。 エ イ ジ ェル は亡

くな る少 し前 に，．全 世 界 の 回復 に 関 す

る教 義 に つ い て 多 く の 原 稿 を 書 い

た 。１３」

これ は タ ン ブ リ ッジ町記 録 に基 づ い

た もの で あ るが ， １７９７年 に普 遍 救 済 協

会 が 組織 され ， 会 員 の う ち三人 は， エ

イ ジ ェル ・ス ミス ， ジ ェ シ ー ・ス ミス

（長 男 ）， ジ ョセ フ ・ス ミ ス （予 言 者

の父 親 ） で あ った と記 録 さ れて い る。

キ リス ト教 反 対 者 で結 成 さ れ た普 遍 救

済 論 者 は， 正 統 派 の 罰 の教 義 を否 定 し

神 の愛 は 「普 遍 」 で あ って そ の た め全

人 類 が救 わ れ る とい う信 仰 を持 って い

た。 １８０３年 に開 か れ た会 議 で以 下 の教

義 が 支持 さ．れ た。 「我 等 は神 は唯 一 で

あ っ て， そ の御 性 質 は愛 で あ り， それ

が主 イ エ ス ・キ リス トに表 わ され て い

る。 ま た恵 み の聖 きみ た．ま に よ り， 神

は最 終 的 に は全 人 類 の家 族 に聖 さ と幸

１８４

橿を回復 したもうことを信ずる。１㌔ エ

イジェル ・ス ミスは，子 らの一部を永

遠の苦 しみで罰する神を信 じていなカ「

ったのである。

推量を入れな くともスミス家の伝統

について考えることができる。予言者

が生まれる６年前，祖父エイジェルは，

「愛する妻と子供たち」に対 し，奇妙

だが愛情のこもった 「私の愛する私 自

身たちへ」という宛て名で哲学上の勧

告と実際的な勧告を したためている。

金銭には換えられないこの貴重な原文

（現在は教会歴史事務局にある）から

エイジェルがキリス ト教的な神を敬う

心を持っていたことがうかがえる。エ

イジェルは信頼に足る人となるための

実際的な倫理を述べてい る。 これ は

１９０２年，エイジェルの曾々孫で，当時

若き歴史記録者であった現在の大管長

の手により出版された。１５」

残る者に託 したエイジェルの遺言は

他ならぬイエス ・キリス トへの信仰，

キリス トの罪の贈いと復活の力に対す

る信仰を述べたものだ っ た。 愛， 正

道，義において，キリス トのようにな

ることを訴えている。 これは詐欺師や

狂信者が記 したものではない。

「神に対 してすべてを真剣になせ。

神を思う時，神に話す時， 神 に 祈 る

時。いかなる方法によるとも，神につ

いて述べる時は熱心になせ。神のみ名

と神の属性をいたず らに口にしてはな

らない。真理以外の証を神に求めては

ならない。真剣に考えた上で確かな理

由がある時にのみ，それを求めてもよ

い。１６」

神のもとに強 く責任を感 じているこ

とがほとんどすべての文章に表われて

いる。富と地位の様相を呈 した誤りを

あばき，家庭の忠誠，寛容，実際的な

慈悲 愛国心，神への感謝を強調 して

、

い る。 「お前 た ちが それ に よ って生 き

る こと も死 ぬ こ と もで き， 向上 し支配

で き る よ うな，公 正 と正 直 な方 法 で １７」

す べ て を なす よ うエ イ ジ ェル は命 じて

い る。．エ イ ジ ェル に と って 真 の宗教 と

は，、空 虚 な儀 式 か らな るの で な く， 個

人 の善 か らな り， 聖 典 の「二 人 の証 人 」

と 「十 分 な理 由」 に よ って 試 され な け

れ ば な らなか った 。 この よ う な受 継 ぎ

は簡 単 に消 滅 す る もので は な い。 祖 父

エ イ ジ エル は家 族 の うちで 両 親 とな っ

た者 た ち に対 し （そ の中 に ジ ョセ ブ ・

ス ミス， ＳＬ が い た）， 子供 に 対 す る義

務 に つ いて この よ うに言 って い る。

「子 供 た ちが そ の世 代 に あ って 役 立 つ

者 とな るよ う， 徳 の うち に子 供 た ちを

育 て る こと を第 一 の仕 事 とせ よ 。１８」

エ イ ジ エ ルが 子 供 た ち を 「徳 」 の う

ち に育 て る上 で， マ リー ・デ ュ ー テ ィ

・ス ミス の実 質 的 な援 助 を受 けた こと

は 間違 い な い。 エ イ ジ ェル は １７９９年 ，

「心 か ら愛 す る妻 」 に讃 美 の手 紙 を 書

い て い る。 「私 の持 つ力 の限 りを尽 し

て」 エ イ ジ ェル は 「あ な た の私 に対 す

る親 切 と忠 実 に１９」感謝 して い る。 マ

リ ー ・デ ュ ー テ ィ ・ス ミス は， 予 言 者

とな った孫 の招 き で ４人 の息 子 た ち と

共 に信 仰 に 入 ろ う と カー トラ ン ドに着

い た時 ， ９３歳 で な お も元 気 で 愛 情 に あ

ふ れ て い た。 エ ライ ザ ・Ｒ ・ス ノー は

そ の時 マ リー ・デ ュ ー テ ィ ・ス ミス の

「陽気 な雰 囲気 」 を 目撃 して い る２０
。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の母 方 の祖 父 の文

章 に は理 想 主 義 と高 潔 さ とが 大 理 石 の

よ うに発 掘 され る。エ イ ジ ェル ・ス ミス

の能 力 や業 績 とは幾 分 異 な るが ， ソ ロ

モ ン ・マ ッ クは ス ミス家 の受 継 ぎ に匹

敵 す るす ぐれ た教 訓 を残 して い る。 ソ

ロモ ン ・マ ッ クは開 拓 者 と して ， 二 つ

の戦 争 を経 験 した兵 士 ， 水 夫 と して，

商 人 ， 貿 易商 ， 農 夫 と して， 特 異 な危



険に満ちた人生を歩んだ。彼は生涯を

終える前，肉体がやっれ，霊が謙遜に

なった時，主 との調和を感 じ，個人的

な啓示に関して書いている。

ソロモンはめざましい指導力揖持っ

ていなかったが，不利な場合にもねば

り抜 く根気強さがあった。 ソロモンの

自叙伝には， 「多 くの不運な浮沈を繰

り返 した無学なニューイングラン ド人

の生涯２１」と記 されている。伝記 を よ

く読んだことのある人ならば，異常な

困苦に際 しても決 して投げ出さない人

の英雄的な精神を知ってい る で あ ろ

う。両親が突然貧乏になったため，ソ

ロモンは徒弟として奉公に出され，宗

教教育や義務教育 も受けずに食い物に

された。成年に達 してこの束縛から脱

すると， フランス ・インディアン戦争

に出征 し危 く死ぬ目にあった。 ソロモ

ンは軍隊時代を，心身の疲労，病い，

人間無視 と書いている。だが （レーク

・ジョージジャンプレ・イン戦区での）二

つの出来事は戦争の暗い背景に対する

彼の人格を表わ している。牛車に荷物

をのせて運んでいる途中，不意 に何人

かのインディアン兵士 にと り 囲 ま れ

た。武器 も持たず，たった一人のソロ

モンは， 「生きるには，策略を使って

だます しかない」 と思った。そこで大

声で仲間を呼び，実際にはいない援軍

を背に，頭か ら突進 した。

「私にはつえ以外武器はなかったが

インディアンめがけて突進 した。一人

が応戦するように命 じたが，威圧感を

覚え，インディアンは逃げ て しま っ

た。だが， これが私のできる精一杯の

ことだった。２２」これと同じ自分だけを

頼る勇気を彼の孫である予言者 も持っ

ていた。武器といえば勇気だけで，ニ

ューヨークの家の周囲で威か くする暴

徒を追い払った話がある。

二 つ 目の戦 争 の エ ピソ ー ドで は ソ ロ

モ ン の 自己 犠 牲 が 表 われ て い る。 ニ ュ

ー ヨー ク， テ イコ ン デ ロガ ズ の前 線 攻

撃 が 失 敗 に終 わ り， 多 くの損 害 を も た

ら した 直 後 ， 何 人 か の移 住 民 が 待 ち伏

せ す るた あ 巡 回 歩 哨 に送 られ た 。 ソ ロ

モ ン ・マ ッ クは イ ス ラエ ル ・プ ッ トナ ム

部 隊 の先 頭 に立 って 行 軍 し， 先 制 攻 撃

の矢 面 に立 った。 そ して ， プ ッ トナ ム

が捕 虜 に な った （彼 は奇 跡 的 に生 きの

び た の だが ）。 ソ ロ モ ンの言 葉 に よ れ

ば， 「敵 は雲 の よ うに立 ち上 って， 火

を吹 い た。 … … トマ ホー クや銃 弾 が ひ

ょ うの よ うに耳 も とをか す め た 。２３」 こ

の時 ， す ぐさ ま退 却 して 体 制 を た て な

お さ な けれ ば命 が 助 か る道 は な か っ

た 。 戦 い に全 力 を尽 しなが ら も， ソ ロ

モ ン は 自分 の命 を 危 険 に さ ら して 他 人

を 救 うた め に と ど ま った 。 「私 が 走 っ

て い て ， ふ と道 の わ きを 見 る と， 一 人

の 男 が 傷 つ い て お りイ ンデ ィ ア ンが 彼

に迫 って い た。 私 は す ぐ さま そ の 中 に

飛 び込 ん で行 っ た 。２４」同僚 の 司令 官 ロ

ジ ャー ズ少 佐 と 目 く ば せ し て 「不 屈

の」 ア メ リカ人 は奇 襲 攻撃 を か けた ２５。

ソ ロモ ン ・マ ック も そ の 勇者 の一 人 だ

った 。

ソ ロ モ ン は事故 で 不 具 に な って い た

が， 独 立 戦争 中 ， 陸上 ，海 上 で 従軍 し

後 に武 装 船 に乗 り込 ん だ。 市 中 工 業 の

戦 争 景 気 は， 苦 難 の 時期 や不 景 気 と と

もに後 退 して行 っ た。 そ して ソ ロモ ン

の寛 大 な心 を もって して も， 経 済 の危

機 に対 応 す る こと はで きず ， 「何 人 か

の 人 の保 釈 金 を 出 す に至 って ２６」 貧 困

もま ぬ が れ な か った 。 ソ ロ モ ン は年 老

い て （孫 の ジ ョセ ブ ・ス ミス が ６歳 の

時） ， 自叙 伝 を書 い た。 数 々 の事 故 ，

病 い， 不 運 で謙 遜 に な った老 ソ ロモ ン

は祈 りに よ っ て主 を求 め る よ うに な っ

た。 そ して 自 らが 見 出 した大 い な る信

仰 を人 に 分 け 与 え た い と願 った。 彼 は

肉体 的 に も霊 的 に もい や さ れ た とい う

証 を述 べ た 。、ソ ロ モ ンの 困苦 に つ い て

の この話 は， 神 が教 え るた め に彼 を謙

遜 に され た こ とを物 語 って い る。 そ し

て， 「あ らゆ る もの が新 鮮 で美 し く見

え た。 私 は 隣人 や敵 を愛 す る こ とが で

き る。 彼 らの た め に祈 る こ と が で き

．る。 あ らゆ る ものが 喜 ば し く見 え る。

キ リス トの愛 は美 わ しい 。２７」

ソ ロモ ン は 自分 の人 生 を振 り返 って

自分 が 子供 の ころ に は得 られ なか った

精 神 的 な指 導 を 子供 た ち に教 え る よ う

両 親 で あ る者 た ち に願 った 。「両親 た る

者 よ， 主 の 道 に あ って子 供 を教 え る方

法 に心 を配 りな さい 。子 供 に 自分 の 力

で で きな い よ うな こ とを命 じて は な ら

な い。 果 た せ る こ とだ け を約 束 しな さ

い。 言 葉 に も， 行 な い に も， 判 断 に も

良 き模 範 と な りな さ い 。２８」キ リス トの

教 え を聞 くの は遅 す ぎ たが ， ソ ロモ ン

・マ ッ クは生 涯 を 通 じて 厳 格 な徳 の模

範 を 示 し，す ば ら しい息 子 娘 た ちを生

み 出 した 。 子供 た ち と話 し合 い ，教 育

す る場 合 に 彼 は 聖書 の 「唯一 の教 師」

で あ る妻 に全 幅 の 信 頼 を 置 い て い

た２９。 孤 立 して い た 農 場 に あ って， リ

デ ィア ・ゲ イ ツ ・マ ッ クは進 ん で子 供

た ち の心 と霊 に栄 養 を与 えた ので あ っ

た 。

「普 通 教育 の 各 分 野 を教 え るほ か に

彼 女 は朝 晩 子 供 た ちを 集 め て 祈 る こ と

を教 え ， や が て ， 彼 らを造 った お方 に

身 を捧 げ る こ と と共 に互 い に愛 し合 う

こ とを教 え た。’この よ うに して私 の最

初 の子 供 た ち は， 神 を敬 う こと， 礼 儀

正 しさ， 反 省 す る習 慣 を身 につ けた 。

これ に よ って 後 に生 まれ た 子 供 た ちを

同 じ幸 福 な道 に導 くこ とが 非 常 に容 易

にな った 。３０」

エ イ ジ ェル ・ス ミス， ソ ロモ ン ・マ

１８５



、

Ｐ

ック とそ の妻 た ちの 信念 を 明 らか に す

る と， ジ ョセ ブ ・ス ミス を 二 つ の 方 法

で 理解 で き る よ うに な る。 第 一 は 予言

者 の両 親 が ス ミス家 ， マ ッ ク家 で 形 成

され た 特 質 を間 違 い な く持 っ て い た と

し、う こと で あ り， 第 二 は予 言 者 は祖 父

た ち と幾 らか直 接 的 な接 触 が あ っ て，

祖 父 は （予 言 者 の語 る よ うに） ， 戦 い

取 った 自由 の価 値 を教 え た とい う こ と

で あ る。 一 番 大 切 な こ とは祖 父 の 業績

と理 想 が 尊 ば れ ，若 き ジ ョセ ブ ・ス ミ

スは 両 親 か らそれ を 教 え られ た ことで

あ る。 ジ ョセ ブ の祖 母 リデ ィア ・ゲ イ

ツ ・マ ッ クに 関 して言 うな らば， 彼 女

は実 際 １８１６年 家 族 が ニ ュー ヨー ク州 西

部 に移 るま で 「しば ら くの 間」 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 家族 と 「共 に 暮 し て い

た」。 予 言 者 もル ー シ ・マ ッ ク ・ス ミス

も西 へ 向 か う旅 の 始 め は 祖 母 も一 緒 だ

った と記 して い る。 リデ ィア ・ゲ イ ツ

・マ ッ クは別 れ に際 して 「最 後 の 言

葉 」 と して， ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミ

スに 「私が別のもっと良い世界でお前

を抱 くことができるように，生命のあ

る限り神の業に絶えず忠実でありなさ

い３１」と語 った。 自叙伝を読んだ者な

ら若き予言者が深遠な理想と道理にか

なった宗教上の関心を持っていたこと

を否定するわけにはゆかない。ジョセ

ブ ・スミスの祖父の知性に基づ く誠実

さはジョセブ ・スミス自身のそれを証

明する上で大いに役立っている。
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ン， １９６２年 ） Ｐ．１８８。

２２． ソ ロモ ン ・マ ック， ソ ロモ ン ・マ ッ

クの 生 涯 の 物 語 （ヴ ァー モ ン ト州 ウ ィ

ン ゾ ル， ！８１１年 ） Ｐ．６。

２３． 同 上 。 も う一 人 の 兵 士 が イ ンデ ィ ア

ンの こ とを 覚 えて い た 。 「トンプ ソ ン

マ ック ス ウ ェ ル少 佐 物 語 」 エセ ック ス

協 会 歴 史 収 集 ， ７巻 （１８６５年 ） Ｐ．１００

２４． マ ッ ク物 語 ， Ｐ．６。

２５． ロバ ー ト ・ロ ジ ャー ズ少 佐 の 日 記

（ロ ン ドン， １７６５年 ） Ｐ．１１８。

２６． マ ッ ク物 語 ， Ｐ，１７。

２７． 同上 ， Ｐ ２３～２４。

２８．．同 上 ， Ｐ．２４。

２９． 同 上 ， Ｐ，２０。

３０． 「ソ ロモ ン ・マ ッ クの 日記 」 ， ル ー

シー ・マ ッ ク ・ス ミス ， ジ ョセ ブ ・ス

ミスの 横 顔 （リバ プー ル１８５３年 ） Ｐ．

１９， ニ ブ レー ・ピー ター ソ ン編 母 親 に

よ る ジ ョセ ブ ・ス ミス の歴 史 （ソル ト

レー ク市 １９二５年 ）， Ｐ．６， ルー シー ・

マ ッ ク ・ス ミス の 引用 は非 常 に正 確 で

あ る た め ， 母 リデ ィア ・ゲ イ ッ ・マ ッ

クに 関 す る この 文 章 は ， ソ ロモ ン ・マ

ッ ク 自叙 伝 に書 か れ て い な い が ，父 か

ら受 け た 原 稿 を も とに して書 か れ た も

の に違 い な い 。 ル ー シー ・マ ック ・ス

ミス はた び た び ， 「父 自身 が 書 い た 父

の生 涯 につ いて の 文 章 」 と， 「父 の 日

記 」 か ら引用 して い る こと を述 べ て い

る。

３１． ル ー シー ・マ ッ ク ・ス ミス ， Ｐ，６９。

ま た ニ ブ レイ よ り引 用 Ｐ．６２。
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予 言 者

セ ブ ・ス ミ ス

の人間性

レオ ナ ー ド ・Ｊ・ア リ ン トン博 士

回復の予言者は哲学者，社会の建設

者，軍隊の司令官，空想家 と言われて

きた。 この時満ちたる神権時代に福音

を回復するよう神より命 じられたジョ

セブ ・スミスは活力にあふれ，頭脳明

晰であったと同時に，快活で，すば ら

しい指導者であった。ジョセブの生涯

に関する豊富な資料を調べてみると，

回復 にあたって偉大な役割を演 じた彼

の教えと共に個人 としての性質に感銘

を覚える。

ジョセブ ・スミスは物心両面で一致

した家庭に育 まれ，幼い時から個人の

成長 と進歩にとって家族が大切である

ことを体験 してきたのである。ス ミス

家を知 る人々や予言者の母親であるル

ーシー ・ス ミスの回想録によると， こ

の家族が一致団結 していた ことが伺わ

れる。ス ミス家はそろってカエデ糖み

つを精製 し， ２， ３人で近所の家の仕

事を手伝いに行 き，火を囲んで話を楽

しみ， 日曜日には近 くの村へ説教を聞

きに行っていた。

予言者の生涯の心暖まる数々の出来

事から，予言者が両親に心を配ってい

た ことがうかがわれる。足の手術を受

けた時，自分が苦 しんでいる様子を見

て欲 しくないため，母親 に部屋から出

て行ってもらうよう涙ながらに頼んだ

こと，１８３０年父親がバプテスマを受け

た時心から喜んだこと，両親が病気の

時一週間もの問徹夜で看病 したこと，

父親の意見を尊重 したことなどである

ジョセブは日記にこう記 している。

「常に慈悲と博愛に満 ちた私の母は幸

いであり，主のみ手が常にある私の父

は幸いである。」これは何とすば ら し

い祝福であろうか。１８３５年予言者は両

親たちに向かって次のように述べてい

る。 「十分な年月と経験を経た両親こ

そ，最も有益な助言を与えることがで

きる。」予言者は定住の地を決め る と

すぐに，彼の両親のための家を建てる

よう手配 していた。それは両親 と共に

いて，助言を受けたいと願っていたか

らである。ジョセフは両親の特権とい

うものを強 く感 じていた。そのため両

親の許可なしに若人にバプテスマを施

さないよう宣教師に注意 していた。一

例をあげると，１８３４年 「シオンを贈う

た め に進 み行 くイ ス ラエ ル の 力」 を求

め て い た時 ， ジ ョン ・リ ッグ ス とい う

十 代 の若 者 が 両 親 の意 見 に さか らって

加 わ りたい と 申 し出 た。 ジ ョセ ブ は熱

心 に求 め るそ の 若者 に こ う言 った 。

「父親 の も とへ 帰 り
，２１才 に な る まで

父親 に 従 い な さい。 そ うす れ ば， シオ

ンを建 設 す るた め に進 み行 く者 た ち に

約 束 され たす べ て の祝 福 を受 け る こ と

が で き るで あ ろ う。」

ジ ョセ ブ ・ス ミス （初 代 ） 家 の 強 さ

は ， 回 復 に あ た って 各 々 が示 した 支持

特 に ジ ョセ ブ とハ イ ラ ムの友 情 に表 わ

れ て い る。 ジ ョセ フ とハ イ ラム は ほ と

ん どい つ も一 緒 だ っ た。 一 方 が い な け

れ ば二 人 と も完 全 で はな い と い っ た よ

うな 間 柄 だ った 。 「私 は ハ ・イラ ム に対

し死 よ り も強 い 愛 を持 って い た 」 と ジ

ョセ フは語 って い る。 「ジ ョセ フ とハ

イ ラム が い つ，ど こで，ど の よ うに会 っ

て も， 必 ず 非 常 な喜 び を表 わ し て い

た。 〔血 のつ なが った 霊 で あ る〕 二 人

は聖 霊 の 賜 と力 に満 た され て い た 」 と

家族 の友 人 で あ った ウ ィ リア ム ・テ イ

ラー は記 して い る。
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家 族 の 愛 と一致 とい う模 範 の 影響 を

受 け て ジ ョセ ブは １８２７年 エ マ ・へ ・ｆル

と結 婚 した 後 ， １７年後 に 暗殺 され る ま

で暖 く， 愛 情 に満 ちた 関係 を築 い て い

た。 ジ ョセ ブが エ マ に宛 て た手 紙 （エ

マ が ジ ョセ ブに宛 て た手 紙 ） ， ジ ョセ

ブ個 人 の 日記 ， 公 式 な歴 史 記 録 ， これ

らす べ て に ジ ョセ ブ が家 族 に， 家 族 が

ジ ョセ フ に献 身 的 で あ っ た こ とが見 ら

れ る。 「私 が パ ン と ミル クを少 し欲 し

い と思 っ て い る と， 妻 は食 欲 を な くす

ほ どた くさ ん の食 べ 物 を机 の上 に の せ

る の で す よ」 と予 言 者 は ウ ィ リア ム ・

Ｗ ・フ ェル プ ス に語 っ た。

ど の夫 婦 で もそ うで あ る よ うに， 予

言 者 とエ マ も時 々意 見 が 分 か れ る こ と

が あ った 。 こ の不 一 致 が 険 悪 に な る と

二 人 は聖 霊 の もとへ 行 っ た の で あ る。

結 婚 後 間 もな い あ る 日 の朝 ， ホ イ ッ ト

マ ー家 に滞 在 して い た時 ， ジ ョセ ブ と

エ マ は 口論 を した 。 そ して ジ ョセ フ は

二 階 へ あが って 金 版 を 翻 訳 しよ う と し

た が ， 全 く進 まな か っ た。 そ こで 予 言

者 は森 に行 って 祈 り， 帰 って きて エ マ

に許 しを 求 めた 。 そ して 仕 事 に と りか

か る と， 翻 訳 はす べ て順 調 に行 った 。

また 後 に， 予 言 者 を 称 え る た めの パ レ’

一 ドに出 席 す る準 備 を して いた 時 エ マ

は予 言 者 の服 装 に つ い て 不 平 を 言 っ

た 。 す る と ジ ョセ フ は 「一 番 良 い 服 」

に着 換 え た 。

ジ ョセ フ と エ マの 最 初 の 子 アル ヴ ァ

はペ ン シル バ ニ ア州 ハ ー モ ニ ーで 亡 く

な っ た。 当時 ジ ョセ ブ は ま だ翻 訳 に携

って い た。 エ マが 二 度 目 に妊 娠 して ，

今 度 は双 子 が 生 まれ た。 サ デ ィウ ス と

ル ー ジ ア とい う名 前 が つ け られ たが ，

二 人 とも三 時 間 程 で 亡 くな って しま っ

た。 そ の 同 じ 日に ジ ョン ・マ ー ドッ ク

姉 妹 が やは り双 子 を 生 ん で ， 彼 女 自身
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が亡 くな っ た こ とを知 っ た ジ ョセ ブは

悲 しみ に打 ち沈 ん だ エ マ と共 に マ ー ド

ッ ク家 の双 子 を養 子 に も らい うけ， ジ

ョセ フ とジ ュ リア と名 づ け た。 こ の双

子 は後 に ハ シ カ にか か り， ジ ョセ ブ と

エ マ は数 日間 徹 夜 で 看 病 した。 あ る夜

エ マが 非 常 に疲 れ て い る こ とを 知 った

ジ ョセ ブ は， 病 状 の軽 い方 の 娘 を つ れ

て休 む よ うに 言 い ， ジ ョセ フは 息 子 の

方 を看 病 した 。幼 い ジ ョ セ フは うた た

ね を して い た。 突 然 「人 殺 し」 とい う

エ マ の叫 び声 に ジ ョセ フは と び 起 き

た。 す る と１０人 ほ どの 男 た ち に 囲 ま れ

て お り， 外 に つれ 出 さ れ た。 暴 徒 は ド

アを あ け て お い た た め， 子 供 は 冷 た い

外 気 に さ ら され， 数 日後 に死 ん で しま

った 。 け れ ど も ジ ュ リアは １５才 位 ま で

生 き た。 ジ ョセ ブは ジ ュ リア を こよ な

く愛 して い た た め， エ マ に宛 て た手 紙

の随 所 に ジ ュ リア の こ とが書 か れ て い

る。

暴 徒 の襲 撃 ， 投 獄 ， 裁 判 ， そ の他 教

会 の 大 管長 と して の 困難 に見 舞 わ れ た

波 乱 万 丈 の 生 活 で あ った が， ジ ョセ フ

は エ マの お産 の 時 は ほ とん ど付 き添 っ

て い た 。マ ー シ ー ・トンプ ソ ンは予 言 者

の や さ しさを思 い 出 して 次 の よ うに記

して い る。 「奥 さん の エ マ が病 気 で寝

て い た 時， 予 言 者 は ベ ッ ドに付 き添 っ

て， 心 が や さ し く愛 情 に あふ れ た人 だ

け が感 じる こ との で き る最 大 の心 配 と

同情 を寄 せ て い るの を見 ま した 。」１８３８

年 か ら１８３９年 にか け て数 か月 間 ミズ ー

リで投 獄 され た時 ， 予 言 者 は エ マ に こ

う書 い て い る。 「私 はい つ も子 供 た ち

ジ ュ リア， ジ ョセ ブ， フ レデ リ ック，

ア レキ サ ン ダ ーの こ とを 考 え て い る。

父 は ま だ生 きて い る こ とを 伝 え て く

れ 。 神 は私 た ちが また 会 う こ とを 許 し

艦 て くださる．一 もし・の世で会えな

難 譲 灘 蕊ろう．…禰
ジ ョ セ ブ と エ マ の ６男 ド ン ・カ ー ロ

１、野 が１８４１年生後１４か月で死ん塒 ・予

言者は近所に住むマ ッキンタイヤー姉

妹の娘の一人を養女に欲 しい と頼 ん

だ。マ ッキンタイヤーは娘を手放 した

くなかったが，ついに毎晩 自分の家に

連れて来 るという条件で同意 した。マ

一 ガ レ ッ ト ・マ ッキ ン タイ ヤ ーは後 に

こ う述 べ て い る。 「予 言 者 は 時 間通 り

来 て ， ま た毎 朝 ひ き取 りに来 ま した 。

あ る晩 い つ もの 時 間 に来 な い こ とが あ

り， 母 が ど う した の か 見 に 行 き ま し

た。 す る と予 言者 は赤 ん坊 を 小 さな 絹

の布 で くるん で座 って い ま した 。赤 ん

坊 を ひ ざに の せ ， む ず か って い る赤 ん

坊 を だ ま らせ よ う と歌 を歌 っ て い ま し

た。 母 が抱 くと静 か に な り， 予 言 者 は

私 の 家 ま で つ い て き ま した。 翌 日の朝

予 言 者 が赤 ん坊 を迎 え に来 た時 ， 母 は

も う一人 の娘 サ ラを渡 しま した。 二 人



は とて もよ く似 て い て ， 普 通 の 人 は見

分 けが つ か ない ほ どで した 。 けれ ど も

母 が サ ラを 渡 します と，予 言者 は 首 を

振 って ， 「これ は 私 の マ リーで は な い

で す ね 」 と言 い ま した 。 そ こで母 が マ

リーを ゆ りか ごか ら抱 い て 渡 し ま す

と， 予言 者 は 誇 ら しげ に マ リー を抱 い

て家 に帰 りま した。 … …奥 さ ん が健 康

に な る と私 の娘 を預 りに来 な くな りま

した が， よ く来 て マ リー と遊 ん で い ま

した 。」

ジ ョセ ブ は家 族 を非 常 に大 切 に して

い た。 次 に述 べ る １８３４年 ３月 ２７日の 公

式 の 日記 に見 られ る よ う に， 予 言者 が

．「家 に と ど ま って ， 家 族 と大 い に楽 し

ん だ」 例 は た くさん あ る。 改 宗 した が

後 に背教 した また い と この ジ ョー ジ ・

Ａ ・ス ミス に よれ ば， 彼 が東 部 か ら カ

ー トラ ン ドに 着 い た 時
， ジ ョ セ フ は

「神 の賜 物 と力 に よ り」 翻 訳 して い た

部 屋 か ら階下 に降 りて きて， 自分 の子

供 た ち とは し ゃぎ 回 っ て遊 び始 め た。

ジ ョ ージ ・Ａ ・ス ミス に とって これ は

予 言 者 に あ る ま じき行 為 で あ らた 。 そ

の た め背 教 した の で あ っ た。

予 言 者 の 日記 に は， 家 族 と演 奏 会 ，

劇 場 ， サ ー カ ス に行 っ た こ と， ミシ シ

ッ ピー川 で ボ ー ト乗 り に連 れ て 行 った

ことが 記 され て い る。 家族 はた び た び

火 を 回 ん で 「家庭 の 夕 べ」 を 開 き， ゲ

ー ムを した り
，読 書 を した り， 一緒 に

勉 強 して い た。 １８４３年 ２月 ８日， 予 言

者 は こ う記 録 して い る。 「午 後 ４時 ，

私 は息 子 の フ レデ リ ッ ク と共 に ス ケ ー

トを しに行 っ た 。」

これ らの出 来 事 は予 言 者 の人 格 の 暖

か さ， 社 交 性 ， 人 々の 必 要 と望 み に心

か ら応 え る態 度 が 表 わ れ て い る。 あ る

人 の 回想 に よ る と摂 カ ー トラ ン ドで ，

集 会 に出 席 す るた め に大 人 や 子供 た ち

が幌馬車に乗 ってやって来 ると， 「ジ

ョセブはできるだけ多 くの幌馬車の所

まで行 って，一人一人 と心からの握手

を した。特に隊の子供 と赤ん坊に対 し

ては，やさしく手に抱いて愛の言葉 と

祝福を与えた。予言者は無邪気で純粋

な者たちを愛 し，子供 と語 り合 うこと

に最 も完全な愛を見出 していたようで

ある。」

エバ リン ・バーデ ィック ・ジョンソ

ンは幼いころカー トラン ドで母が掃除

のため，床の上に置かれていた時のこ

とをこう覚えている。エバリンは男の

人の声を聞いて見上げると，背の高い

人がほほえみながら階段を昇 っ て来

た。その人は母に何か言 うと母は入 る

ように言った。 「その人は私を見ると

抱き上げて左腕に座 らせ，大きな鏡の

ある部屋へ入って行きました。私たち

は鏡をのぞき込みました。そして，振

り返って私をおろすと，父はどこへ行

ったのか母に尋ねました。その人が部

屋 か ら出 て行 く と， 母 は そ の人 が 神 の

予 言 者 で， ど ん な に す ば ら しい入 か を

話 して くれ ま した 。」

ま た あ る時 予 言 者 が人 を たず ね て行

く とそ の人 は不 在 で， そ こに の ど を は

ら して痛 が って い る子 供 を見 つ け た。

「彼 は私 を ひ ざ の上 に のせ て
， や さ し

く灌 油 し， 祝 福 して くれ ま した。 そ し

て 私 は な お りま した。 それ か らの どが

はれ る こ と も， 痛 む こ と もあ りませ ん

で した」 と， そ の子 供 は後 に語 っ て い

る。

ほ とん どす べ て の人 が ジ ョセ ブ の他

人 に対 す る関 心 ， 他 人 の幸 福 へ の関 心

を 感 じて い る。 ジ ョセ ブ は大 人 に な っ

て も レス リン グが 好 き だ っ た。 よ く

「棒 引 き」 を した り
， 若 い人 々 との 競

技 に参 加 した 。 腹 臓 な く意 見 を述 べ ，

同 僚 た ちを 楽 しませ るた め に よ く冗 談

を 言 い ， 「貧 しい人 た ち と一 緒 に 歩 い

た り した 。 ジ ョセ ブ に と って他 人 はい

な か った の で あ る 。」 他 の教 会 役 員 と

同 じよ うに， 予 言 者 も手 仕事 を行 な っ

た が， み ぞ を掘 った り， 到着 した人 の

荷 物 を家 へ 運 ん だ り， りん ごを収 穫 し

た り， 庭 で畑 仕 事 を した り， ジ ャガ イ

モ を くわ で掘 っ た り， 材 木 を 引 っ ぱ っ

た り した。

あ る 日の午 後 ， ア ン ドリュ ー ・ワ ー

ク マ ン と何 人 か が 予 言 者 の家 の 近 くの

へ い に座 って 予 言 者 と話 を して い た 。＝

そ こへ 一 人 の 人 が や って 来 て ， 町 か ら

少 し離 れ て い るあ る貧 しい 兄 弟 が前 夜

家 を焼 失 した と言 った 。 男 た ちは顔 を

見 合 わ せ て， か わ い そ うな こ とだ と口

々 に言 って い た が， 「ジ ョセ フ は ポ ケ

ッ トに手 を入 れ て， ５ ドル と り出 し，

『私 は た っ た ５ ドル しか あ げ られ な い

ので す ま な い と思 うが ∫ あ なた た ち は

何 で か わ い そ う と思 う の ．か 」 と 言 っ
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た。」

殉教する少 し前，予言者はノーヴー

市の人々を守 りに来 させた何人かの会

員たちを待 っていた。その日は雨で道

はぬかるんでいた。７５人のうち８人は

乗物を使わず，到 る所で腰まで水につ

かって歩いてきた。「私たちは昼 ごろノ

ーヴーに着いた。そして神殿の近 くで

・フォスターの大きなレンガ造 りの家の

前にテントを張った。キャンプの道具

は道の房に置いておいた。私が荷物の

見張 りをしていると，予言者 ジョセブ

が丸太のところまで馬でやって来て，

手を伸ばし，叔父や叔母のことを尋ね

た。予言者は私の手を握 って，私が丸

太に足をかけなければならないほど強

く引いた。馬を道の端の方 に向けると

私を一歩一歩引いて行 った。木に血の

跡がついているのを見て予言者 は足を

どうしたのか尋ねた。草原の草が私の

くつを切 りきざみ，足を切ったが何で

もないと答えた。すると予言者の顔 に

あてた手がぬれ，私が見上 げると， ほ

ほに涙が伝わっていた。予言者 は私の

頭に手を按いて， 「愛する若者 よ，神

の祝福があるように」 と言 って，隊の

中に同 じような状態の者がいるかどう

か尋ねた。何人かいると答えると，予

言者はルツラップ氏の店へ行 き， 「こ

の人たちに くつをあげて下さい」 と言

った。ルララップは 「くつはない」と

答えた。するとジョセフは，すぐさま

「それでは長ぐつをあげて下さい」と

言った。そして私の方を向き， 「ジョ

ニー，軍隊は解散 して，帰るだろう。

私は知事の保護のもとにカ「セージへ

行って裁判を受ける」 と言った。それ

から，私の方に身を寄せ，片方の手を

私の頭に按いて， 「こわがることはな

い。あなたはイスラエルが平和のラッ
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パを吹き鳴 らすのを見るであろう」と

言った。

ジョセフの能力に関する大切な事は

ジョセフが静かな英雄であったという

ことである。

「１８３７年夏のある晩，二人の旅行者が

オハイオ州北部のペイネスビルの町に

到着 し，友人の家を訪れて，夕食を共

に した。彼 らが食事を終えないうちに

邪魔が入った。群衆が集まり，敵意を

見せていたが，やがて怒 りを含んだの

の しりに変わり，殺意を見せた。そ して

家の主人に家を引き渡すよ う要 求 し

た。 しか し，友人に危害を加えるのを

避け，主人は裏口か ら逃れさせて，暗

い所を選んで行 くように言った。逃走

がわかると，馬に乗った暴徒は行った

と思われる道を追った。かが り火がと

もされ，見張 りが置かれ，町中を捜 し

回った。二人の旅行者は用心深 く普通

の道を歩かず，森や低湿地を選んで行

った。かえってかが り火により道を避

けることができた。 しばらくすると一

人が逃亡についてつぶやき始めた。病

いと恐怖により力を失って しまったの

だった。同僚は血に飢えた暴徒に捕え

られるまま彼を残すか，自分も危険に

さらしなが ら助け続けるかのいずれか

を選ばな くてはならなかった。後者を

選んだ彼は，広い肩に病人を負い，時

々休みなが ら，湿地と暗やみの中を進

んだ。数時間後二人は人気のない道に

出，やがて安全な所まで達 した。 この

友人を助けるために身を捧げ，それを

なしとげる力を持ったこの入 こそジョ

セブ ・ス ミスだったのである。」

ジョセブ ・ス ミスは予言者，大管長

事業家，政治家であった。けれどもジ

ョセブの生涯は回復という第一の目標

か らも説明できる。すなわち，年長者

の心を子供に，子懲 と若者の心を年長

者に向けることである。回復にあたっ

て正 しい神学上の信条は欠 くことがで

きないが，家族の一致 と世代の一致が

なければ福音の回復に要求される個人

と全体の霊性を培うことはできない。

引用

この記 事 で引 用 した逸 話 ， 物 語 ， 引

用 文 は以 下 の資 料 に よ る。 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の論 文 原 稿 欄 ， ソ ル トレー ク市

教 会 歴 史 図 書 館 ， ル ー シ ー ・ス ミス，

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の横 顔 （１８５３

年 リバ プ ー ル， ロン ドン」，「予 言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミス の思 い 出」 若 人 の た め

の イ ンス トラ ク ター ２７巻 （１８９２年 ），

教 会 歴 史 （２巻 ， １８９７年 アイ オ ワ州 ラ

モ ー ナ イ）， ジ ョセ フ ・ス ミス ， 教 会

歴 史 （６巻 ， １９０１年 ソル トレー ク市 ），

ル シー ・ウ ォー カー ・キ ンボ ール 「自

叙 伝 」 典 型 的 な女 性 ， ３９巻 （１９００年 １１

月 ）， 「予 言 者 ジ ョ セ ブ の生 涯 の出 来

事 」若 い女 性 の雑 誌 ， １１巻 （１９００年 ４

月 ）， 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス」 若 い

女 性 の雑 誌 １６巻 （１９０５年 １２月 ） １７巻

（１９０６年 １２月 ） ジ ョ ン ・ヘ ン リー ・エ

バ ンズ ，ア メ リカの 予言 者 ジ 自セ ブ ・

ス ミス （１９３３年 ニ ュ ー ヨ ー ク）， エ ド

ウ ィ ン ・Ｆ ・ペ リー， ジ ョセ フ ・ス ミ

ス物 語 （１９３６年 ソル ー トレー ク市 ），

ラ マ ー ・Ｃ ・ベ レ ッ ト， デ ィ ー ン ・ウ

ェ ン グ リー ン， エ ・イス ・Ｓ ・ピル キ ン

トン氏 の協 力 に 感謝 す る。

ア リン トン博士は １９４６年以来ユタ州立大学

の経済学教授， 西部歴史季刊誌の編集長を

勤めている。 また数冊の本を書いてお り，

モル モンと西部の歴 史に関 して １００近 くの

記事を書 いている。 最近ユタ州立大学ステ

ーキ部長会を解任された博士は 現在キ ャッ

シ東 ステーキ部 ローガン第１０ワー ド部に所

属 して いる。



「

手 伝 わ な い で ち ょ うだ い・ お母
さん。 ぴ と りで した い の」 こ

れ は， ６歳 の 女 の子 が， くつ の ひ もを

結 ぷ の を 手 伝 お う と して い た母 親 に言

っ た言 葉 で あ る，、ほ とん どの子 供 は ご

く幼 い と きか ら，．他 の人 の助 け を借 り

な いで ，物 事 を独 力 で した り， 自分 の

力 で 何 か を や り とげ た い と 思 っ て い

る。

「お母 さん
， で きな い か ら 手 伝 っ

て 」 これ は ， 自分 の 手 に負 え な い は さ

み を 使 って 絵 を 切 りぬ こ う と し て い

る同 じ少女 が言 った 言葉 で あ る。 先 程

と 同 じ子 供 が ， 困難 に あ った り， 助 け

が 必 要 な と きに は ， だ れ か を頼 ろ う と

して い るの で あ る。

、この ２つ の 相 反 す る傾 向 は ， わ れ わ

れ す べ て に あ る もの で あ る。．す な わ

ち， 自由 にな りた い ，独 立 した い， ひ

と りで 何 か や って み た い とい う気 持 と

頼 りた い ， 自分 の 力 が 不 足 して い る と

き には ， 勝 手 に 自分 を他 人 の 手 に ゆ だ

ね た い とい う気 持 ， この 二 つ の傾 向 で

相互 依 存 ：

家 庭 と教会 の

目ざす もの

あ る。

両親 や指 導 者 は， この 明 らか に矛 盾

す る気 持 を ，子 供 や ，指 導 さ れ る立 場

に あ る人 の 中 に 見 て い る。 自己 の判 断

や 権 威者 の 判 断 に た よ る と き，成 長 す

る しな いは 別 問 題 と して ，子 供 や下 の

者 は様 々の反 応 を お こす が， この よ う

に して 指導 す る者 ， され る者 ， この両

者 の関 係 は 高 め られ るの で あ る，子 供

や 指 導 を う け る立場 の者 は， この 権威

者 か らなん とか の が れ よ う と した り，

自分 に は能 力 が あ る こ とを 示 そ う とす

る。 そ して 困 った と き に は， こ の権 威

者 の と こ ろへ 助 けを 求 め に行 く。 親

監 督 ， 管 理 者 な ど， ど ん な 指 導 者 で

も， そ の責 任 を 果 た す に あた って 大 切

な こ と は， 他 の 人 を 助 け る と きの 態 度

で あ り， 方 法 で あ る。

親 の 中 には ，子 供 の 依頼 心 を 助 長 し

強 め る よ う な行 動 を と って い る者 が い

「κ

冨

ウ ィ リア ム ・Ｇ・ダ イ ヤ ー 博 士

ブ リガム ・ヤ ング大学で 新設 された組織行

動学部長 を勤 めるダイヤー博士 は，人 間関

係 の分野において 広 く著書 を出して お り，

合衆国内の各企業 で教育 プログラムのカウ

ンセ ラーを勤 めた。 またパキスタンとプエ

ル トリコでも教 育プ ログ ラムを監督 した。

博 士は現在 シャロン東 ステーキ部 エジモン

ト第 ８ワー ド部 で 日曜学校 の副会長を して

い る 。
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るが， そ の 二果 と して， 子 供 は ひ と り

で適 切 に物 事 を 判 断 で き な くな って し

ま うの で あ る。

大学 ２年 に な る ジ ェ ー ンは ，学 課 の

選 択 や ， 買 物 や ， い ろん な 活 童 に 関 し

て ， 両 親 に 助 言 を求 め て， 週 に ３コ は

家 に電 話 す る。 彼女 は両 親 に話 す前 に

ひ と りで 決 定 す る こ とに ， 非 常 な 不 安

を 感 じるの で あ る。 両 親 は ， ジ ェ ー ン

の こ とを 手 離 しで 喜 び ，友 人 に ， 蝋 ま

家 族 思 い の， ほん と に家 庭 的 な子 で ，

そ こい らの礼 儀 知 りず の学 生 とは 違 う

のだ と誇 ら しげ に語 る ので あ る。 両 親

に は， 娘 が 自 分た ち の判 断 に頼 り， た

び た び相 談 の た め， 家 に電 話 して くる

こと が うれ し く， 自分 た ちが 重 要 な 存

在 で あ り， 必 要 と され て い る と い う こ

とを 感 じ， 娘 と の結 びつ き に しご く満

足 して い る。．

上記 の例 は ， 強 い依 頼 心 と成 長 と の

関 係 に お け る い くつか の要 素 を 指 摘 し

て い る。 支 配 す る立 場 に あ る入 は （こ

の場 合 は両 親 だが ） 支配 され る立 場 に

鰐 あ る人 （娘 ） を， 自分 達 の必 要 を満 た

す た め に 使 って い る。 彼 らは， 自分 た
も ら

一》 ち繋 灘
攣 魯 ！
轟 繍

謝 ，［

， 撒 懸

濱 １騒銑 ．薩、
議 …嘘 欝 灘

、 顯

欝 。戸 ～ 。窯

努 、 、難 ： 難 嚢 ． 。 、 簸

象 ，

・ 流

．蟹 燕 轟 「
む・

欝
蒙 、騨



おそ ら く憤 慨 し，傷 つ け られ るで あ ろ

へ，彼 らは他 人 を 犠 牲 に して 自分 の こ

とを 気 づ か っ てい る点 で 利 己 的 なの だ

が， 意 識 的 に して い る わ け では な い。

しか し彼 らは ， 真 の意 味 で 利 己 的 と い

え る、、なぜ な ら， 長 い 目で み ≠二娘 の 将

来 の 幸 福 と い うこ とを 考 え ない で ， 知

らず 知 らず に， 自分 た ち 自身 の必 要 を

満 た そ う と して い るか らで あ る。

依 存 す る ことが ， 正 し く必 要 で あ る

こと もあ る。 力 の限 界 を 越 えた 時 ， 助

けを 必 要 とす る こと も起 こ る で あ ろ

う，，だ れ で もひ と りで は う ま く処 理 で

き な い よ うな事 態 に 直面 して ど う して

も， 医 者 ， 教 師 ， カウ ンセ ラー， 修 理

屋 ， 友 人 ， 両 親 等 に頼 らな くて は な ら

な い 時 が あ る、，人 が 自分 の能 力 を の ば

そ う とせ ず， 権 威 あ る人 との共 同作 業

に加 わ ろ う とせ ず ， そ の上 自分 は， 指

導 ， 援 助 ，他 の人 の影 響 な しに は何 も

や 誉て い けな い と感 じる よ う で あ れ

ば ， 依 存 す る こ と も害 に な る。

入 間 は す べ て完 全 に他 人 に依 存 す る

生 活 か ら始 め るわ けで あ るが ， そ れ か

ら脱 して 子 供 を成 長 させ るの は ， そ の

子 に権 限 を もつ立 場 に あ る お とな の 責

任 で あ る。 他 の人 を成 長 さ せ る た め権ｉ

限 を どの よ うに使 うか， これ は そ の立

場 に あ るす べ て の 両親 多 指 導 的 立場 に

あ るす べ て の人 に と って重 要 な 問題 で

あ る。

多 くの 場 合， 権 威 あ る入 は， 誤 った

目標 を持 つ。 す な わ ち両親 は た だ行 儀

の よい子 を望 み， 教 師 の期 待 す る こ と

を言 った り行 な った りす る単 に お とな

しい ク ラス や学 生 を望 みす 指 導 者 は疑

問 を もた ず命 令 に従 う， い わ ゆ るイ エ

ス ・マ ンの部 下 を望 む。 これ らの 目標

に到 達 しよ う とす れ ば ，確 実 に ，知 ら

ず 知 らず の う ちに 依存 型人 間 を作 って

しま う。 興 味 あ る こ と に，依 存 型人 間

を 作 る指 導者 の 多 くは ， この 問 題 に ひ

そむ 自分 の責 任 と い う もの を認 識 しよ

う と は しな いな彼 らは しば しば 悲 しげ

に叫 ぶ ので あ る 「われ わ れ は。 何 を や

るか 言 われ るのを ， た だ じっ とす わ っ

て 待 つ の で は な く， 物 事 を 率 先 して や

る人 間 が 必 要 だ」

もう一一つ の行 動 の傾 向 と して ， 自 由

に， ひ と りで それ を や りた い と い う欲

求 が あ る。 英 国 の哲 入 で あ る， トー マ

ス ・ホ ニソブ ス の よ うに， 人 間 の根 源 的

｝

性質は，それぞれが自我中心の世界を

うちたてようとする，万人の万入に対

する状態であるとする人 もいる。他の

人を考慮 しないで皆が文字通 り好き勝

手なことをやれば，われわれは無政府

状態になってしまう。

親はこの傾向を子供のう ち に見 出

し，その芽をつみとり変えさせようと

する，子供はおもちゃをひとりじめに

しようとし，親は他の子供 とおもちゃ

をいっしょに使わせようとする、，子供

は日曜学校の間教会の中をかけまわろ

うとするが，おとなは子供が じっと座

っていることを望む。子供はまた，食

べ物の好き嫌いをするが，母親は料理

をきれいに食べてもらいたいと思う。

方向づけ支配 しようとするおとな，

それに対 し自分たちの思うままに自由

に行動 し，独立 しようとする若者，こ

の両者の間には深刻な （いつ もそうと

はかぎらないが）闘いがあるように思

える、，相互依存とい うことの中にはこ

の根源的闘いが潜んでいる。ある人々

は，権威ある人々に抵抗することに心

を奪われ，それ らの人々の影響力を拒

む方法を見つけようと，それに多 くの
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時間とエネルギーを費 している。彼 ら

はたいてい，権威ある人の要望をなぜ

遂行することができないか，なぜそう

すべきでないかの理由を見出 し，この

ことを一種の自己満足的予言で証明し

ようとする。

この種の消極的な反応は，時として

親，教師，上役，指導者等の権威者の

誤 った取 り組み方によることがある。

おそらく権威者は個人の人格的尊厳を

傷つけ奪うような方向に，従属的立場

の者がもっていくであろう質問や討論

あるいは会話の中にゆとりをもたせな

いということは，すなわち両親が子供

に 「うむをいわせず」従わせたがるの

と同 じである。

そのような態度 こそ多 くの人々の中

に強い反抗的反応を生むのである。

ある指導者は，だれが支配者である

かを示すために，故意に，人が疑問に

思ったり，反抗するような事態を作っ

ているようである。こうすることによ

って，他の人間を支配するという一種

の秘かな喜びを味わっている。主は権

威の使用と濫用について次のように述

べておられる。

「……され どもし己が罪をおおいか

くさんとし，われ らの高慢，空 しき野

望を充たさんと企て，また幾分にても

正 しか らざることによりて人の子 らを

支配 し，統御 し，強制せんとする時は

見よ諸天は退き去 り，主の 『みたま』

悲 しむ。主の 「みたま」退 き去 らば神

権またはその人の権威は終 りなり。わ

れら悲 しむべき経験によりこの事を知

る。およそ殆んどすべての人間は，少

し許 りの権威を得たりと思 うや，忽ち

正 しか らざる支配を始めんとする生ま

れつきの性癖あり。 これすなわち，召

さるる者は多けれども選ばるる者少き

所以なり。」（教義と聖約１２１：３７，３９，

４０）

しか しながら，反発や反抗が，いつ

も権威ある人の側の責任であるとはか

ぎらない。権威ある人は，適切に行動

しているが，従 うべき者が，権威者に

対 して憤 りやす く反抗的で， どのよう

に上位の者が振舞おうが，いつ も拒絶

的に反応することがある。この場合，

相互作用を新 しい，より効果的な段階

にひきあげるには，両者が自分の態度

を反省 し，転換をはかるように行動す

る必要がある。権威者 とそれに従 う者

の間の可能な望ましい

躍 ・

関係は相互依存である。すなわち互い

に助け合い，共同 して他の人の能力を

使うことである。ここでは独立心をと

りあげない。なぜなら独立心をとりあ

げると，下の者 に，権威か ら自由で，好

き勝手を してよいのだという暗示を与

えるこ．とになるからである。独立する

ということは今 日の世界では，最 も有

効な行動ではない。それが，家庭，学

校，教会，職場や役所，地域社会，国，

世界であろうと。必然的にわれわれは

相互に依存 しているのである。残念な

ことに多くの人は，相互依存というこ

とを知 らないでいる。福音か ら，人間

の行動の学問分野を研究する作家や学

者か ら，わた したちは権威ある立場の

ものが身につけ，相互依存へ導 く次の

ような行動をあげることができる。

１ 「愛情と関心・ どのような入 も

権 威 あ る人 が， 言 われ る とお り

に や るか ら とい うの で な く， 一 個 の人

間 と して 自分 の こと を気 にか けて い る

か ど うか を 知 りたが る も ので あ る。 救

い 主 は 「も しあ なた が た が わ た しを 愛

す る な らば わ た しの い ま しめ を 守 るべ

きで あ る」 （ヨハ ネ１４：１５） とい わ れ

た が ， 「も しあ な た が た が わ た しの い

ま しめ を 守 らな い な ら， わ た しは あ な

た が た を 愛 さな い」 とは決 して言 わ れ

な か っ た。

あ る行 動 は嫌 い と い う こと は あ るか

も知 れ な いが ， われ わ れ は， そ の個

３ 人を・縣 徽 愛さなくてはならな

い 。 あ ま り に多 くの 親 や 指導 者 が ，

人 間 関 係 の 根本 と して， 条件 付 きの

愛 を示 して い る。 つ ま り， 「あ な た

が私 の望 ん で い る こ とを な し， 私 に頼

り， 私 の必 要 を満 足 させ て くれ る な ら

ば愛 そ う」 と い う ので あ る。 そ の よ う

な も のを 愛 の 基準 にす れ ば ， そ れ は ，

１９３



依存か，反抗かのどちらかに到達する

ことになる。親は腰をおちつけて子供

と愛情や親としての心づかいについて

話す ことが必要である。監督はワー ド

部の会員と，上役は部下と，心に思っ

ていることはどんなにおっくうで，困

難に見えようと分かち合 うことが大事

である。そしてそれは，今 しなければ

な らないのである。それをひきのばす

ことは，ますます人間関係の発達を逆

方向にもってゆ ぐことになる。

２ 「信頼・甑 ある人は下にある
人 に対 して 強 い信 頼感 を持 つ よ

う に努 め る必要 が あ る。 親 は子 が 正 し

い 判 断 が で き る と信 頼 し，子 にそ の機

会 を与 え るべ きで あ る。 心配 性 の権 威

者 は， 他 の 人 が 誤 りを犯 す の で は な い

か ， ち ゃん と仕 事 を しな い の で は な い

か と恐 れ ， 点検 し見 回 りあ た りを う ろ

つ くの で， つ い に は， 下 の者 は 自 分 が

くつ ひ もを 結 ぼ う とす る ６歳 の子 供 の

よ うな気 が して くる。

ジ ョセ ブ ・ス ミス が どの よ うに末 日

聖 徒 を指 導 して ゆ くの か と聞 かれ た と

き， こ う答 え られ た， 「私 は人 々 に正

しい原 則 を教 え ，人 々 は 自 ら を 治 め

る。」 （ジ ョン ・テイ ラー， 説 教 集 １０ 二

５７～ ５８）相 互 依 存 の‡ 台 とな るの は，

正 しい原 則 を教 え る こ とで あ る。 それ

こそ権 威 あ る人 がす べ き こ とで あ る。

原 則 を教 え た あ と は， 他 の人 が運 用

し， 自分 自身 を治 め るの を信 頼 しな く

て は い け な い。 権 威 者 に統 制 ， 支 配 さ

れ るの で は な く，権 威 者 と共 存 す るの

で あ る。

３ 「心を開いた交わ り」大切なこ

とは，心をわって知っているこ

とを話 し合うことである。対話には，

話 し手と聞き手があり，両者の間には

意志の疎通がある。相互依存するため

１９４

には，上の者も下の者も互いに話 し聞

く機会を持たな くてはいけない。それ

は，決 して上の者が話 し他の人がいつ

も聞 くというような一方通行であって

はならない。考えや感情を分かち合う

ことがコ ミュニケーションには必要で

ある。ほとんどの話題 問題に関し人

々は感情 とともに，考え，意見主張を

持っている。本当に理解 し合 うには，

両者が知っていることを話 し合わなけ

ればならない。

多くの親は，子供と愛情や意見を分

かち合おうとしないものである。指図

したり，注文をつけたり，命令 したり

するのは，分かち合 うことではない。

最終的決定を下す前に，まず話 し合い

を し，心を開いて考えや感情を分かち

合う過程を経る段階においてよい結論

がもたらされる。

結論を出す前に権威者は次のように

言うべきである。 「私はあなたが，話

題 となっている問題 について，何を考

え，どう感 じるかを知りたい。私 は心

から意見を聞きたい。正直で率直に言

ったからといってあなたを批判 したり

罰することはしない。私たちがテーブ

ルに方法を置いた上でもしお互いに関

心を持 ち合い，互いに信頼 しあ うな

ら，みんなに満足のゆ く結論が出るだ

ろう。」

４ 「一緒に導いた結論」相互依存
では，関係者が皆互いに理解 し

全員が満足 し，喜んで支持するような

決定を，共同作業で導 き出すことが要

求 される。そのようにして得た結論は，

それぞれがあらゆることに等 しい役割

を果たさねばならない よ うな平等で

なくてもよい。ある時は父親は息子に

こう言 うであろう。 「お前は私より車

に詳 しいんだから，お前に任 しその通

りにするよ。」 また ある時は息子は父

親に同 じようなごζを言うであろう，

しか しある時には互いによ く聞きあい

両方が満足 し，やりとげられる結論を

導きださなくてはいけないだろう。

５ 「共同作業」相互依存は共に働

くことを意味する。決定 したこ

とを実施するには人々がいっしょに働

くことが必要である。親が子供になす

べきことをいいつけるだけの家庭があ

まりに多すぎる。

親はいいつけられたことを子供がす

るまで抑えつけ，命令 し，罰す る。チ

ームを組んでやった喜びを皆が体得 し

共同で物事をやりとげられるような仕

事を計画 し実行す ることが，あまりに

も少なすぎる。

時 としてその仕事は一人の努力で事

足 りるか も知れないが，’互いに分かち

合えばもっと満足のゆくもの に な ろ

う。 もし権威者が自分の地位や 「イメ

ージ」を気にするのなら，下の者といっ

しょに働 くことを避けようとするか も

知れない。 しか し，ますます多 くの指

導者が聖書の言葉が真実であることを

知 らされている 「そこで，あなたがた

のうちでいちばん偉い者は仕える人で

なければならない。」（マタ・ｆ２３：１１）

われわれは反抗する若者がどうなる

か，社会の中で身近に見ている。彼ら

は権威者に反感を持っているか，また

は，どのようにして権威者と共に働い

てい くかその方法を学んだことがない

かのどちらかである。問題解決や，労

苦を共にする訓練は家庭で教えられね

ばならない。これは子供の好 き勝手を

許すことでも，子を服従させて親の気

まぐれを実行することでもない。それ

は愛と思いやりと：信頼 に基づいて，相

互に努力 しあう状態である。
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ジ ョセ フ ・

フ ィー ル デ ィン グ ・

繋 論

ス ミス大管長
▽ 丁ノぞ ・

ム か ら９４年前 の こと・ ある美 しい母親 は ３人 のか
７

わ い らしい娘 に恵 まれて いま したが， ど うして

も息子を ほ しい と思 って いま した。彼女は天父を心か

ら愛 して お り， お祈 りは必ず聞 きとどけ られ るこ とを

信 じてい ま した。 そ して息子を授 けて下 さ ったな ら，

父親 と天父の誉れ とな るように息子を助 け，なんで も

で きるか ぎ りの ことを します と主 に祈 りま した。 そ し

て ４番め に男 の子が生 まれ，赤んぼ うを抱いた とき，

その子が特別な子供で ある ことをは っき り知 り ま し

た。彼女 の祈 りがかなえ られたのです。子供は父親 の

名を とって ジ ョセ ブ ・フィールデ ィング ・ス ミス と名

づ け られ ま した。 そ して彼は，多 くの方法 で，特別で

ある ことを証明 したのです。

ジ ョセ ブは ご く普通の学生で したが，読 み書 きを初

めて学んだ時か ら読 書 と勉 強が大 変好 きで した。１０歳

にな るまでに， ２度 モルモ ン経 を読 み とお しました。

父はたびたび伝 道に召 され，ほ とん ど家 にい ませ んで

した。ジ ョセ ブと弟だちは家畜 や農 園，果樹 の世話 を

して一生 懸命 働 きま した。その頃 には非常 に大家族 に

な っていたので，家事の手伝 い ももちろん しました。

姉 ２人はニ ュー ヨー クの学校 に行 ってお り， ジ ョセ ブ

は母親 を手伝 ってパ ンの焼 き方 も覚 えま した。秋 には

多 くの人や男 の子 が冬 に備 えて肉を とりに狩 に行 きま

したがジ ョセ ブは決 して行 こうとは しませ んで した。

野生 の動物 といえ ども，殺す ことができなか ったので

す。

お母 さんは医者 で， よ く真夜 中によばれ ま した。病

人 がい るとき馬 を小 さな １人乗 りの馬車 につな ぐのは

ジ ョセ ブの仕事 で した。 当時 は電話 も 自動車 もなか っ

エ デ ィ ス ・Ｓ ・バ ト リ ッ ク

たので，男 たちは馬や 自転車 や， また しば しば何 マイ

ル も歩 いて呼び にや って来た ものです。 ス ミス姉妹は

いつ も呼 ばれ，喜 んで人 々を助 けま した。

ジ ョセ ブは大変若 くしてイギ リスに伝道 に行 き宣教

師 の仕事 を喜ん で務 め，福音 の原則を知 らない人 に教

え ることを非常 な喜 び としま した。

帰国後，若 く美 しい学校 の先生 と結婚 しま した。 の

ちに使徒 に選ばれ ま したが， これは お母 さんに と って

驚 くべ き ことでは あ りませんで した。息子が主の仕事

のため に準備 されてい る ことを知 っていたか らです。

お母 さんは また息子が選ばれた とき，主が兄 弟たちに

霊感を与えた ことを知 ってい ま した。

６０年以上時 間 と才 能を主 のみわざに捧 げ て き ま し

た。多 くの務 めに加 えて，彼 は１１人 の子供 のよ き父親

であ りよ き手本 で もあ ります。彼 は子供 たちを心 か ら

愛 し自分 の子供 たちが神の子 であ り， いつか再 び天父

に会 うよ う準備す るため正 しく教 え られ なけれ ばいけ

ない ことを知 っています。

ジ ョセ ブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミスは，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 の予言者，聖見者 ，啓示を受 け

る者 として現在支持 されて います。全人類へ の彼 の愛

は限 りが な く，何が最大 の望みか と聞かれれば，人 々

が神 の戒めを理解 し守 って生 きてい けるよう助 けるこ

とだ と答え るに違 い あ りません。大管長は福音 に従 っ

て生 きて こそ世界で一 番の幸 福を得 られ ることを知 っ

てい ます。

ス ミス大 管長は ７，月１９日に９５歳 の誕生 日をむ かえま

す。世 界中のプ ライマ リーの子供 は大管長 に 「誕生 日

おあで とう」 をいい ま しょう。
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、。 エ ・イソ ン ・Ｃ ・ジ ョンズ は ハ ッチ を の ぼ っ て船 のか ん
ン

ぱ ん に で ま した。 太 陽 の光 で海 は キ ラキ ラ と輝 いて い

ま した 。 彼 は上 の 方 に は られ た大 きな帆 を見 上 げ ま した。 ふ

つ う な ら， 朝 日で 帆 は 金色 に そ ま るの で す が， け さは雲 が 出

て ， 太 陽 の光 は帆 を とお って きま せ ん で した。

ジ ェイ ソ ン はか ん ぱ ん に く くりつ け て あ る移 住 者 の箱 や た

るの まわ りを 歩 き ま した。 友 達 の 一等 航 海 士 の ウ ィ リア ム ・

バ ク ス タ ーを さが して い た の で す 。

イ ギ リスの リバ プ ール か ら船 に乗 って す ぐ ウ ィ リア ムは ジ

ェイ ソ ン に 「末 日聖徒 とい っ し ょに航 海 で き るな ん て うれ し

い よ。 水 夫 な らだ れ で も， 聖徒 を運 ぶ船 は難 破 しな い こ とを

知 って るか らね 」 とい って ， か た 目を つ ぶ って みせ ま した。

長 い航 海 の 間 ， ウ ィ リア ムは ジ ェイ ソ ンに船 の こ とを い ろ

い ろ説 明 して くれ ま した 。 どの よ う に帆 が 動 くか を教 え て く

れ た り， また 「ジ ブ」 とか 「ス テイ セイ ル」 とよ ば れ て い る

三 角 の帆 を 上 げた りお ろ した り， ジ ェイ ソ ンに させ て くれ ま

した 。

ま た， 船 長 が 六 分 儀 を 使 って 何 を して い るの か も ジ ェイ ソ

ン に教 えて くれ ま した 。 「船 長 はね ，海 を 渡 って い く道 を 見

海 の 嵐
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宅
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つ けて い るの だ よ。海 の上 に は道 路 な んか な いか らね。 ぼ く

らの道 しるべ とな る もの は， 道 とは よ べ な いか らね。 ぼ くた

ち は， 太 陽 や 星 で か じを と らな くて は い け な い ん だ よ 。」

け さ， ジ ニィ ソ ンは手 す りに もたれ て海 面 を見 お ろ して い

ま した が ，恐 ろ し くて手 す りに しが み つ き ま した。 今 ま で に

そ の よ うな高 い波 を見 た こ とが な か っ たか らです 。 海 は ま る

で大 きな緑 の 山 の よ うに お しよせ て き て， 波 と波 の間 は ま る

で深 い谷 底 の よ うで した。 船 は木 の葉 の よ うに波 に もまれ ま

した。 ジ ェイ ソ ンは立 っ て い るの さえせ い い っ ぱ い で した 。

彼 は恐 くな りま した。

風 は ます ます 強 く吹 き は じめ， 十 文 字 に は って あ る四 角 い

帆 は 風 を は らん で ち ぎれ そ うで した。 みん な は船 倉 で 夜 を あ

か した あ と しんせ ん な空 気 を 吸 い に デ ッキ に出 て きて ，’風 の

強 い の に お どろ き ま した。 ジ ェ イ ソ ン はパ ー キ ン ス夫 人 が 風

で ス カ ー トが め く りあが らな い よ う しっか りお さ えて い るの

を見 ま した。 ウ ィル ソ ン さん の長 い 白 い あ ご ひ げ は風 で ピン

とな って い ま した。 そ の光 景 を見 て ジ ェ イ ソ ン は お そ ろ しい

の も忘 れ て 笑 い だ しま した。

そ の時 ， ジ ェ イ ソ ンは お父 さん が ブ ラウ ン船 長 の 方 に行 く

の を見 て， あ とにつ いて 行 き ま した 。 「ジ ョン ズ長 老 ， 皆 を

大 い そ ぎ で， 下 に お ろ しな さ い。 風 が 強 いか ら。」

ジ ェ イ ソ ンの お父 さん は両 手 で 黒 い帽 子 を も って ， ハ ッチ

へ 人 々 を も どす よ うに指 示 しは じめ ま した 。 ジ ェイ ソ ン は ウ

ィ リア ムが ， か んぱ んを いそ いで や って くるの を 見 て か け よ

りなが らさ けび ま した 。 「何 か で き る こと は あ りませ ん か 」

ジ ェ イ ソ ン は ウ ィ リア ムが 教 え て くれ た ， た くさん の 事 を

考 え ま した。 以 前 ， ２人 で そ う じ ゆう室 に行 った 時 ， ウィ リ

ア ム は ジ ェ ィ ソ ン に ひ と りで か じを と らせ て くれ ま した 。 大

き な木 のか じを とって ， 自分 の手 で 大 きな 帆 装 船 が 動 い て い

る と思 う とジ ェ イ ソ ンは， 王 様 にで も な った よ うな 気 分 で し

た。

今 や船 は き け ん な状 態 に あ りま した 。 当然 船 に乗 って い る

～～・
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人 もで す 。 ジ ェ イ ソ ン は ソル トレー ク盆地 の新 しい 家 に行 く

た め イ ギ リスを離 れ た 老 人 や ， 子供 つ れ の 夫婦 の こ とを心 配

しま した 。 子 供 た ちの 中 に は， お と とい 生 ま れ た ば か りの赤

ん ぼ うも い るの で す 。

ジ ェ イ ソ ン は ウ ィ リア ムが 叫 ぶ の を 聞 きま した。 「そ この

綱 を も って くれ 。 帆 を 巻 き あげ るの を手 伝 って くれ」。

ジ ェイ ソ ン は グ ラ グ ラ と傾 い て い るデ ッキ を歩 い て行 き，

ロー プの は しを い っ しよ う けん めい ひ っぱ って， 水 夫 が 帆 を

お ろす の を 手 つ だ い ま した 。 つ よい 風 が ま と もに ジ ェィ ソ ン

の 服 に あた り， 大 つ ぶ の 雨 もふ り， ジ ェイ ソ ンは 寒 さ と興 奮

で ガ タ ガ タ とふ るえ ま した。

ブ ラ ウ ン船 長 は か ん ぱ ん の前 の方 に 足 を ひ ろげ て立 って上

の 方 を指 さ して い ま した 。

ジ ェイ ソ ン は こん な ひ どい 嵐 の 中 で ， 水 夫 が あ ん な に高 い

綱 の上 に 登 って 帆 を お ろす な ど とて も信 じられ ま せ ん で し

た 。 大 きな 帆 が は た め き， 船 は逃 げ だ した 馬 の よ うに跳 び は

ね て い ま した 。 そ の 時 ， ジ ェイ ソ ンは， 水 夫 は み な， 船 長 の

命 令 に従 わ な くて は い け な い の だ とい う こ とが わ か り ま し

た 。 船 の 安 全 が そ れ に か か って い るの で す。

ブ ラ ウ ン船 長 は ， ジ ェィ ソ ンの肩 を も って さけ び ま した。

「行 って お 父 さん に
， 特 別 な お祈 りを して下 さい と伝 え な さ

い 。」

ジ ェイ ソ ンは 暗 や み の 中 を は うよ うに， ハ ッチ を お りて行

きま した 。 この よ うな 嵐 の 中 で は ろ うそ くは使 っ て は い け な

い の で す。 か ん ぱ ん の下 に は ４００人 以 上 の人 々が い るの で ず

が ， 風 の うな る音 と水 が くだ け る音 の ほ か は， 何 も聞 こえ ま

せ ん 。 そ の と き， ジ ェイ ソ ンは お 父 さん を見 つ け ま した。 お

父 さん と何 人 か の人 が ひ ざ ま ず い て輪 に な って い ま した。 ブ

ラ ウ ン船 長 が た の ん だ お祈 りが も う され て い るの だ とい う こ

とが わ か りま した。

ジ ェィ ソ ンは か ん ぱ ん に も ど りま した。 ふ りか え る と水 夫

が は るか上 の 方 で マ ス トに 十文 字 に こ う さ して い る木 の棒 に

げそ ℃ 螺ぎ
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マ き窮 二、づ ． Ｌた 。 水 夫 は， 帆 を棒 に つ づ よ

．三必 死 で した ， い ウプニい ど許．や つて， 水 夫 た ．ら津． 嵐 に と

，ζさ幾 な い よ 吊、 ．さた ｛）・１帆 布 に つ か ま って い る こ とが で き

三豪 て しよ ノ．、 と う ． ㌧ っか り とめ られ ， 水 央 が ひ と

．．・す や． ロ ー プを つ ナこウて か ん は ん １こお り ま した。

突 然 簗 。 仁 ノ訊 まツ ル 、ノとすべ り ま した， 船 が横 に傾 きは

認 法 １ゴニ。船 は と五 とん． しず み ま した。 ジ 誰 イ ソ ンは 室，

三 塗曳 と船 が浮 び ぴ あ が らな い の で は な い か と思 い ま した
，

大 波 が が ん ば λ を ザ プ ー ン とあ らって ． 緑 色 の水 が ジ ェ イソ

１・に お そ い オ膀 、ワま した。 ジ嵩 イ ソ ンは息 が で き な くて， 閑

る レ ：な １．）ま し允。 ゆ っ く１）船 が ま た水 平 に も ど りま した。

員に．入 っ た海 水 を ぬ ぐい なが ら， ジ ニ イ ソ ン は あ た りを見

ま オ∴ ま した． プ ラ ウン船 長 が じっ と立 っ て い ま した、、水 夫

も立 ウ て い ま し た ．、 み ん な Ｏ 萎 ；恐 」 ジ ざ で こむ ぼ っ て 一 ま

ゴ ＝， Ｌ か ㌧． 荒 波 は お さ ま １：）は 二ξ て き ξ ゴ ニ う な っ て

，惚 風 が お さ ま り． マ ス トの き しむ 音 か ．ノこ、 ．こ １憾 ．いな っ

て い き， 赤 ん ぼ う の 泣 く声 も デ ノキ の 下 か ら 匿 こ えて き 蓉 し

七 ．

ウ ィ １〕ア ム ・ ペ ク ．ス タ ∴ づお ご そ か に 言 い ま し た 、 …嵐 が

お さ ま っ た ５」

ゴ１エ イ ソ ン の お 父 さ ん と他 の コ ．ｋが ヂ ッ キ ：こ上 っ て き ま し

九 。 ブ ラ ウ ン 船 長 は お 父 さん た ち の 三『 二行 き ， 手 を さ し出 し

て い い ま １ゴ ニこ Ｆ叙｝年 間 航 海 して い ま す か ． ひ ど い 嵐 が こ ノＬ

な に 早 く お さ ま っ た こ とは 今 ま で に 卦 壕 ．せ ｒ．で ノ ニ． そ し

て ， お ご そ か に こ うつ 酵 加 え ま した ｒ ．デ：．・な る 主 ，甚一！
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．瀞饗
ジ

１ ８２５年 １２月 ２３日 明 る い 茶 色 の 頭

髪 と青 い 目 を した １８０伽 も あ る

ハ ンサ ム な ア メ リカ青 年 が２０回 目の 誕

生 日を祝 って い た。 彼 の名 前 は ジ ョセ

ブ ・ス ミス ・ジ ュニ ア とい っ た。

二十才 の青年 にと って この二 十代 は生

き ることに魅力を感 じる時期 であ った。

合衆 国では，のちに ジ ョセ ブがア メ リカ

を、

墾

入

レ膨

麟曳聴
、

隷

　壕

若 き 日の

鞭「 ７ ∫

Ａ

７

ジ ョセ ブ ・ス ミ ス

ジェームス ・ア レン氏は ジ ョセ ブ ・ス ミスの

生活やその時代のことについて特別な関心をい

だいている ＢＹＵの アメ リ力史の教授である。

ニュー ・エ ラ誌は歴 史関係 教授委 員会とジ ョセ

ブ ・ス ミスの青年時代 について知 りたいと思 っ

ている高校生と大学生のグループを集めた。 こ

れはその結果である。

蕊懸§

で最 も偉大な指導者であ ると称讃 したア ン ドリュー ・ジ ャクソ ン将

軍が大統領選挙の第一線 か ら退 いて いた。 エ リー湖 の運河が開通 さ

れ， その結果運河の開通は綿繰 り機 が発明 された こととあいまって

アメ リカの経済発展上重大な要 素 とな った。

南 アメ リカで はスペ インか ら独立 した最後の共和 国が独立一周年

を記念 して祝 っていた。 ロシアでは，ニ コラスー世 がロ シア皇帝 に

な り日本で は，外 国の干渉を避 け るよ う警告 して いた政府 が外 国人

を全部追放 していた。

ジ ョセブの住んでいた社会は，今 とはずいぶん異 な っていた。 し

か しなが ら，彼の個人的な行 動や問題は１９７０年代 に住む若 い末 日聖

徒た ちと同じような ものであ った。 各世代 を通 して， ジョセブの若

い頃 と私た ちの生活が どのよ うに似 かよ っていたかみて みよ う。

二十才 になるまで に， この予言者は人が後に も先 に もした ことの

な いことをすで にい ろい ろと行な っていたのである。 この予言者 は

天父 と御子 にまみ え親 しく言葉をかわ したのであ る。彼 は天使 と語

り合 い，後 にモルモン経 に訳 された古代の記録 を見 ， これに触 れる

という経験 を して いたのであ る。

しか し，ジ ョセブ ・ス ミスは完全ではなか った し，克服 すべ き点

をも って いた。 その欠点 の一つ は字の書 き方であ った。 すなわち彼

の母親 が言 って いたよ うに， ジ ョセ ブの書 き方は家族の中で一番へ

たであ った。 また十代 の頃の彼 は時 おり，白昼夢 とよばれ る深 い物

思 いにふける ことがあった。 それで彼は少 し怠け るとい う，評 判を
、

たて られていた。

青年 ジョセ ブは誘惑 に超然 と していたわけで はなか っ

た。彼 が書 き残 した書物 の中に述べ ているよ うに，最初

に示現を見たあ とで さえ も，彼 はさまざまな種類 の人 々と交際 した

ことを次のよ うに述べ ている。 「度 々愚 な誤 ちに陥 り，若気 の弱 さ

と，人 問のおろかさとを示 した。 そ して遺憾 なが らこれ らの こ と

は，神 のお 目障 りとなる種 々な誘惑 に私 を誘 いこんだ 。」 （ジ ョセブ

・ス ミス ２ ：２８） しか し彼 は 「大罪 かまたは憎むべ き罪悪」 を犯す

ことはなか った，なぜ な ら自 ら語 って いるよ うに ジョセブは 「この

よ うな罪を犯す性質 は生来決 してなか った」 か らで あ っ た。 しか

し，彼は生来陽気な性格 を持 っていたので時 お り 「軽卒 な行動」 を

とった。それで彼 は度々 「自己の弱 さと不完全 さ」 とに責 めを感 じ

ることがあ ったが，十七才 にな るまでに，彼 は非常 に悪 い ことだと

思 っていた不完全な点を克服す るために内に強 い心 を求め，また神

の許 しを得 るために熱心に祈 り求めた。

ジ ョセ ブは， 自己の判断力 と正 しい知 識によ ってますます成長 し

た。 これは彼が二十才にな った 自分の雇 い主 に銀 山の発堀 を止めさ

せ ることがで きた ことに表われてい る。 ジ ョセ ブは月１４ドルで ジョ

サイヤ ・ス トールに雇われ，ニュー ヨー ク州 で多 くの人 々を使 って，

ス トール氏 は銀山の発堀に励んでいた。 しか しジョセ ブは次のよ う

に述べてい る 「私は引 きつづ きこの仕 事に一か月近 く従事 したが，・

私た ちの事業は不成功であ ったか らついに私 は この老紳士 を説 いて

銀 山発見のための発堀を止め させた。 私が銭堀 りの山師であ った と

現 にひろ く世 に行われ る話は この事か ら起 ったのである。」（ジョセ

ブ ・ス ミス ２ ：５６）

予言者 になってか らで さえ も，若い ジ ョセ ブは多 くの問題 や誘惑

それ に世間一般の若者が持つ関心事等を経験 したのである。 この頃

ジ ョセブはあらゆ る年代の人 々にあてはま る生命の原 則すなわち悔

い改 めと許 しとを学んだ。

あいに く若か り し頃の ジ ョセブは 日誌 とい うものをつけていなか

った し彼 の名前 は当時の新聞紙上に載 ることもなか った。 また彼 の

ことにつ いての情報が雑誌の記事にな ることもなか った。 それで現

１９９



在，我 々が ジ ョセ ブ ・ス ミスの壮年 時代 がどのよ うなもので あった

かを知 るには， ジ ョセ ブの母親 や知人 の回想 あるいはまたその 当時

の一般的な社会情勢か ら知 るしか方法 はない。

ジ ョセ ブ ・ス ミスがまだ九才 にな ったはか りの頃，一家 はバー モ

ン トか らニュー ヨー クへ移 り住んだ。 ス ミスー家はほかのニュー イ

ング ラントの人 々と共 によ りよい農 場 と採 算があ う土地 を求めて ニ

ュー ヨー クに住む ようにな った。ス ミスー家か手に入れた新 しい農

場 （約百 工一 カー）は一面木 々で覆われていたので，少 な くとも最

初 の一年 間は木 を取 り除 く作業に費や されたにちがいない。

ス ミス家 には八人の子供がいたが当時八人 もの子 供を養 うのは楽

で はなか った。若い ジ ョセ ブは両親が負債を負 っているいみをよ く

理解 して いた。 また彼 は一家を支え るために働 くことを通 して，人

々に頼 られ ることが どのよ うな ものであ るかがわか った。

ジョセブは兄弟た ちと共に ニ ユー ヨー クの父の農 場で うっそ うと

した木 を取 り除 く仕事を手伝 った とき木の切 り方を覚 えた。立 ち木

は 「帯 しめ」 という方法で処理 された。 これはすなわち樹 皮を輪状

にはぎと って立 ち木を枯 らす方法であ った。開拓者 たちは この枯 れ

木 を燃や し，時 おりで きた灰で木灰や カ リ，真珠 色の灰 を作 ってこ

れを売 って いた。 「帯 しめ」の方法を用いない場合は生木 のまま斧

が入れ られた。 ニュー ヨー ク西部は カエデの木が多い ところで この

木 を切 り出すの は容易な ことではなか った。

ス ミス家の農場は小麦を作 るのに適 していた。 ス ミス家が小麦 を

作 るの に成功 した ら， ほかの開拓者たち もでき るだけ早 く小麦 を作

ろ うと しは じめた。

新 しい農場が小麦を作 るの に適 してい るとい って も十人の家族 の

生活費 を即刻 まかな うことはで きなか った。それで ショセ ブと兄弟

たちは自分 たちかやれ るい ろいろな小 さい事業を捜 し始あた。 母親

が描 いた油絵 を家族みんなで一軒一軒売 り歩いた。

ス ミス家が この農場 に移 って くる前に住んでいたパルマイ ラで，

ジョセブの父親 はケー キとルー トビア店を開いて ジンジャーブ レ ノ

ト，パ イ，ゆで卵 その他い ろいろな品物を売 っていた。 たまには自

家製 の手押車 に商品を積んで一軒一軒売 り歩いていた。 そ して おそ

らくジ ョセブもこれを手伝 ったにちがいない。

後 になって ジ ョセ ブは自家製のいすやか ご， カバの木 で作 ったほ

うきや メイプルソー ス，それ にた きぎも売 りに出かけた。 ス ミス家

の人 々は祝 日や市な と人の集ま る所 に出かけてい ってケー キや ルー

トビアを売 った。

大 き くなるとジ ョセ ブは小麦畑をたがや した り井戸 を堀 った り，

岩 を取 り除 く仕事をみつけて家を離 れた。 ショセ ブを雇 って いたあ

る人は シ ョセ ブについて次のよ うに語 った。 「ジョセブのりっぱ な

ふ るまいや忠実 さそれに親切な応対 ぶ りは彼 の友人や知人 たちの尊

敬 を必ず とい っていい程受けていた。青年 らしいスポー ソや娯楽 を

して遊ぶ とき， シ ョセ ブよ りもひいでていた者 はいなか った し，彼

はいつで も他人の善意を大切 に していた。」

シ ョセ ブ ・ス ミスは若い頃，仕事 や苦労 ばか りして過 したわ けで

はない。 彼の母親 に言 わせれは ショセブはよ く黙想 にふ けっていた

とい うことであ る。彼 はまた身 のまわ りに起 こる事 に強 い好奇心を

示 した。 これはたぶん黙 想の じゃまになったことだ ろう。彼が あま

り一生懸命 目を近づ けて印刷 を して いたのでいたす ら好 きの青年か

ら真黒い インクを顔 に塗 られたこ とかあった。一方彼 は陽気な性格

てユーモ アのセ ンスかあ った。 りっぱなおとなになってか らも罪の
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１．

１血

７よい冗談を言 ってはよ く楽 しんでいた。

青年 ジョセ ブはスポー ツや野外活動が好 きだ っん、 ．．、副をみつけ

てはゲー ムや遊 びに加 わ りまた これ にひいでていた。 アメ リカの開

拓者 たちの社会で は レス リングや徒歩競争，跳躍競 争，棒 引きなど

技能や力 の強 さを競 いあうあ そびが若人の間で人 気があ った。 ジョ

セ ブは これ らすべてを うま くこな していま した。

「極 引き」 とは二人が向かい合 って足をそろえて座 り，二人 の間

に入れ られた棒 を手で握 って引 っぱ り合 うゲームである。相手側 か

ら棒を ひ っぱ り取 った者が勝 ちであ る。技術 もさることなが ら身長

が大 きか ったので， ジ ョセ ブは棒 引きや レス リングで負 けるよ うな

ことはめ った になか った。彼 はまた魚釣 りも好 きだった のでパ ルマ

イ ラ近 くのダー フィの水車池でよ く釣 りを していた。彼 は猟 も好 き

だ った。 それでお となたち と同 じよ うに犬 と銃を持 って森 の中を何

時間 も歩 き回 った。

よその農場の青年たちがそ うであ ったよ うに， ジ ョセ ブも学校へ

通 う機会などなか った。学校 といえば，まだ子供の頃，法律で公立

学校に通 うよ う開拓者集 団に対 して も要求 していたバーモ ン ト州 で

小学校に通 った ぐらいだ った。 ニュー ヨー クに，公立学校がなか っ

た。だか らとい ってス ミス家 には子供た ちを私立学校に通わせ る余

裕 はなか った。

ス ミス家の隣人 たちの話 によると， 琴 ミス家では冬の夕べに家庭

で学校のよ うなものを開 き，聖書 について話 し合っていた とい うこ

とである。 この時 ，ジ ョセブは読み書 き算数の基礎 を勉強 した。彼

はまた雄弁 な演説家 にな るよ うに勉強 し，地 方討論 会の活発 な会員

だ った。 その後 ，国語や歴史，科学，政治を勉強 して，次第 に りっ

ぱな教養 を身 につ けるようにな った。

普通 の若者 と同 じよ うにジ ョセ ブも異性 に興味 を もつ年 頃になっ

た。 彼が交際 した二人の女性はパルマイ ラか ら４０マイル離れた と

ころに住んでいた ジ ョサ イヤ ・ス トールの娘 たちだ った。 ジ ョセブ

は二十才 にな る少 し前 ，彼女 たちの父親 の ところへ働 きに行 っ属

どの ようなデー トを していたか これに関す る資料 はないが， もし西

部開拓者た ちが行 な っていたとお りに して いた とすれば， ダンスよ

りも人気のある娯楽 はほかになかったため， ダンスに興 じていたの

であろ う。

最 も一般 に踊 られて いたダ ンスは，速い テンポで，輪にな ってみ

んなが回るあのバー ジニア リー ルで あった。家庭ではよ くパーテー

が開かれていた。若者 たちは一緒 に集 まっておい しい食事を とった

り，ダ ンスを した り，客間でで きるい ろいろなゲー ムを して楽 しん

だ。 ある開拓歴史家 は次の ように記 してい る。 すなわち 「これ らの

ゲー ムの多 くは主要な 目的に則 していたので，ゲームは望 みを達成

す るのに最 も効果があ った 。」

青年 ジ ョセブも交際を楽 しんだにちがいないが，彼 が女性 に対 し

て とった行動は模範的な ものであ った ことは明 らかで ある。数年後

ジ ョセブの過去に何か悪業を見 つけ出そ うとして いたある人 々は彼

女た ちか ら何かを聞き出そ うとして，ス トー ル姉妹 に言い寄 った。

しか しなが ら，人前 で も個人的 にも二人 に対す る彼の態度 は健全で

あ った と二人は述べ た。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは陽 気で善良 な性格 の持 ち主であ ったが，同時

に 自分 と他 人の個性 を大切 に したいとた えず心 に留めていたので，

若い女性 につき合 っていることを後悔 させ るような ことは しなか っ

た。

ジョセ ブがまだ ジョサイヤ ・ス トー ルめ ところで働いてい る頃，

彼 は特別な若 い女性 に出会 った。 この女性 こそその後間 もな く妻 と

な ったエマ ・ホー ルで あった。彼女 は猟師 とアイザ ク ・ホールの娘

で ジョセブはこの家 に下宿 していた。 エマはベ インブ リッジの町に

や って来 たハ ンサムな青年 よりも十七か月年上だ った。 やがて この

二人 は深 く愛 し合 うようにな った。

しか し，二人の恋は問題に遭遇 した。 その問題 とい うのはエマの

父親が ジ ョセブの経験 した示現や啓 示の話 を心配 し出 した ことで あ

る。 ジ ョセブ ・ス ミスを よ く知 らなか ったので，ホール氏 の疑惑 は

当然 のようにつの り，それで二人の結 婚に反対 した。 しか しなが ら

二人 は心か ら愛 し合 っていた。 それで二人 は結婚す るにはかけおち

をす るしかない と決心 した。 ジョセ ブが二十 一才で花嫁 は二十二才

だ ったので二人 とも承 諾な しで結婚 できる年令だ った。 それで二人

は１８２７年 １月１８日に結婚 した。

この点において， ジョセ ブ ・ス ミスの青春 は今 日の若い男女のそ

れ と似てい る。世界 中の高校生 や大学生 は自分た ちの将来ばか りで

な く， 自分 たちを とりま く社会 の将来 にも関心があ ることを主張 し

てい る。戦争 ・犯罪 ・環境破壊等 は思慮深い学生た ちに人生の意味

につ いて模索 させ る原因 とな ってい る。

人生 の意味 とは何だ ろ うか。 そして どこに絶対的真理を見出せ る

のだろ うか。

ジョセブ ・ス ミスの時代の問題や論点は現代のそれ とは異 な って

いたが，真理を追求す るとい うジ ョセ ブ ・ス ミスの精神 は現代 の若

者 のそれ と同じで あった。 ジ ョセ ブは黙想好 きな性質 と好奇心 それ

に読書 に対す る関心によ り，また周囲の混乱 か ら心 を動 かされた。

ジ ョセブが十代 にな った ころ，ニ ュー ヨー ク西 部では宗教 に関す る

最 も劇的なで きごとが起 こった。 「二度 目の偉大 なめざめ」 はこの

国，特に西部に も広が り，ほ とんどの人 は諸教 会に属 して いなか っ

たが多 くの人が信仰 復興運 動に加 わ り，それ がその地方全体 に及ん

だ。

ジ ョセ ブ自身は単に好奇 心ど ころで はなか った。人生の意義すな

わ ち真理を追求す るよ うにな った。十二才の時 ，彼 は当時の社会の

影響を強 く受けて，自身 の幸福 という ことに関心を持つよ うにな っ

た。 それか ら二，三年 の間，聖書 の勉強 に精を 出して，人類全体の幸

福に も関心 を．もつ よ うになった ので ある。 その結果，祈 りに よって

主に求めよ う』と決心 した。神 に祈 り求めた結果， ジ ョセ ブは最初 の

示現 を受けたので あるみ

ジ自セブ ・ス ミスの青年時代 にもい ろいろな面があ り， これは今

日の青年 の経験や問題 とい ろい ろな方法で比較でき る。彼 が住 んで

いた世界 はわれわれの それ よりも小 さか った。 それで社会か ら直接

的な影響を受 けた。 ジ ョセブは働 き遊 んだ。 また時には座 り込 んで

考え にふけ った。彼は大望を抱いていたが，時には間違 い も 犯 し

た。 ジ ョセ ブはほ とん ど学問をお さめていなか ったがそれ以上 に必

要な ものを知 った。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは多 くの青 年が経験 する誘惑 に耐 え，許す こと

を知 った。 一青年 としての ジョセ ブ ・ス ミスは，その健全 さとつ り

あいの とれた人生 を もって，またさまざまな問題や障害を克服す る

ことによ って教会の若 い会員たちに模範 を示 したので ある。

ジ ョセ ブにできた とすれば，私 たちもできるはずで ある。
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神 εの 歩 み
カ ー ラ ・サ ン ソ ン

これは戦時申十代だ った著者の体験談である。

９４５年 ３月 の あの 日に 召 集 令 状 を 手 に した１

時 ， 私 はぞ っ と しま した 。 敗 戦 は も う 目に

見 えて い ま した。 み ん な そ う噂 して い ま した 。 そ

れ な の にハ ン ブル グ に住 む 私 が ま だ 十 代 とい うの

に故 郷 の 近 くの 空軍 基 地 に 三 日以 内 に 出頭 しな け

れ ば な り ませ ん で した 。 そ こか らチ ェ コ ス ロバ キ

ヤの 中 央 部 に あ る基 地 へ行 くこ とに な るの で し ょ

う。

両 親 は涙 を浮 べ な が ら別 れ の キ ス を して くれ ま

した。 両親 は息 子 が 二人 あ りま．したが ， 一 人 は ロ

シ ヤに ， も う一人 は落 下 傘部 隊 で ど こへ行 っ た と

も知 れ ず， 二人 か らの音 信 は全 くあ りませ んで し

た。

「私 た ち に は神 を信 じる こと しか な い
。 いつ も

神 様 に お祈 りす る こ とを忘 れ ち ゃ い け な い よ」 父

は言 って くれ ま した。

私 は胸 が 一 杯 で した。 も う二 度 と両 親 に会 え る

か ど うか わ か りませ んｂ 危 機 が 迫 って いま した 。

汽 車 は爆 撃 と機 銃 掃 射 を浴 び て お り， 私 が 基 地 ま

で 無 事 に行 け る と した ら， それ は奇 跡 と しか 思 わ

れ な い よ うな状 態 で した。 で も私 は着 き ま した。

そ れ は長 い長 い旅 で した 。

私 が チ ェ コ ス ロ バ キ ヤ の基 地 に着 い た 時 ，私 を

見 た 白髪 の主 計 官 は絶 叫 しま した 。 「と う と う子

供 を送 り込 む所 まで き た のか 。 お 前 さん ， ど う し

て お母 さん と家 に い なか っ たの か ね 。 ロ シ ヤ軍 が

サ ンソン姉妹 は ドイツのハ ンブルグで末 日聖徒の両

親か ら生 まれ，第二次世界大戦で劇的な出来事を経 験

した。彼女の息子は現在西 ドイツで伝道中である。 ケ

ネス ・サ ンソンの妻である姉妹は，現 在パシ フィック

パ リセ ーズ （カ リフォルニア州）ワー ド部 で福音の教

義 クラスを教えている。

２０２

す ぐにもここに攻め寄せて くるのを知 らん の か

ね。それに，お前さんが ここでできる仕事なんか

ありゃあ しないんだ。」

ロシヤ軍は目前に迫っていました。 これは ドイ

ツ人の避難民が続々と基地の町を通 り抜けていく

ことでわかりました。私たちは避難民に一夜の宿

を提供 しなくてはなりませんで した。三週間もの

間，荷車に乗 りあるいは歩いて，腹をすか し，病

気にかかり，死ぬほど疲れ果て，ロシヤ軍の大砲

への恐怖を目に浮かべなが らやって来 た の で し

た。ある人々は靴をはいていませんで した。彼 ら

ははれあがった くるぶ しに麻布を巻いて，東部の

積雪地帯をかきわけて来たので した。 また赤ん坊

は泣き通 しで した。私たちは全力を尽 して助けよ

うとはしましたが，将校 はこのような非常事態に

備えていなかったので した。

４月 になると，東部の雪がとけ始めました。ま

だ寒さはやわらいでいませんで したが，春のいぶ

きが漂 っていました。ある日のこと，私はあの老

主計官にすみに呼ばれ，彼は興奮を押えた様子で

こう言いました。 「たった今 ロシヤ軍が迫 ってい

るという通知を受けた。お前 さんがハンブルグに

帰れるよう必要書類を揃えておいた。お前さんは

始めからここに来 るべきではなかったんだ。 ロシ

ヤ軍の捕虜になりたくなかったら，今 日発ちなさ

い」

私はプラハ行 きの最終列車に間に合いました。

空いている所 といえば，最後部のデッキぐらいの

ものでしたが，そこもチェコ人やスロバキヤ人で

一杯で した。 この人たちは私が ドイツ人であると

いうことを知っているのか しらと思いました。や
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がて汽車が動き出し，私は回りの人たちの顔を見まわしまし

たが，だれも私を見ようとはしませんでした。私は体をくね

らしてすみの柱の方へ行こうとしましたが，チェコ人の百姓

の重い長靴 はかかとの幅ほども動かず，かえって私の顔や首

す じにニンニクの息を吹きかけられました。

汽車はここか しこに停車 しながら，ごとごとと進んで行き

ました。夕闇が迫る頃で したが雪の反射で外はまだとても明

るくなかなか暗 くなる様子もありませんで した。チエコスロ

バキヤ人はめったに口を開かず，ただ目で合図をするぐらい

でした。たった一度何か言いましたが，それはとても早口で

興奮 している様子で した。けれども私の方に目を向けている

のに気づきました。突然私は非常にゆっくりデ ッキのはしの

方へ，まさしく線路の上へ落とそうとして押されているのに

気づきました。私は死にもの狂いでにらみつけましたが，彼

らは石のような冷たい表情をくずそうとはしませんで した。

私はやっとわかり出しました。彼 らはこの疾走する汽車か ら

私をつき落 して， もう一人の ドイツ人をこの世か ら抹殺 しよ

うかどうか話 し合 っていたのでした。 このように混雑 した汽

車では，あたりまえの事故に見えることでしょう。よ くある

ことで，だれもおかしいとは思わないでしょう。

私は恐 しい顔をした百姓の青年の目に くぎづけになりまし、

た。その青年の目は， 「お前は ドイツ人だ。言い訳は聞きた

くない」と言 っているようで した６

私 は柱 にしがみついて，敵でない人を捜 しました。みんな

私を見つめていま した。すると突然汽車が不意に停車 し，．全

員が倒れそうにな りました。私 はよろめいてある人の胸にぶ

つか りました。強い手に腕をつかまれて，一瞬支えられま し

た。私は陰気そうな大柄の男の人の目を見上げて， 「ありが

とうございました」とチェコスロバキヤ語でつぶや くように

言いました。 （私は単語を１０ほど知っていました）けれども

その人は私を見ようともしませんで した。

ちょうどその時，反対側の線路を軍用列車が大きな音を立

てて通 りすぎて行きました。見ると，戦争に疲れた ドイツ軍

の歩兵がぎっしりつめられて， ロシヤ戦線に急行 しているよ

うでした。チェコスロバキヤ人たちはその列車の最後の車両

が通過するまでじっと見守 っていました。そして，相好をく

ず してにやにや笑い始めました。 ドイツ兵のつまった列車は

間もな くロシヤ軍の大砲のえ じきとなることでしょう。チェ

コスロバキヤ人はもう私のことなどかまわな くなりました。

プラハの駅は大混雑で した。興奮 した面持 ちの人々が通り

２０４

過 ぎ て行 き ま した 。 ドイ ツ軍 の 駅 に問 い 合 わ せ る と， ドイ ツ

に 向 か うの は戦 闘 列 車 しか ない とい う こ とで した 。

私 は恐 怖 に か られ ま した 。「ど う し よ う。」答 な どあ りま せ

ん で した。 ロシ ヤ軍 が 間近 に迫 って い る ので した 。私 は大 声

で神 の助 け を祈 りな が ら， プ ラ ッ トフ ォ ー ムの 間 を 走 り続 け

窪 した。

突 然 ，軍 用 列車 の窓 か ら ドイ ツ語 で， 「お嬢 さ ん ど こへ 行

くん だ い 」 とい う声 が 聞 こえ ま した 。

「ドイ ツへ 帰 らな け れ ば な らな い の で すが ， ど う した らよ

い か わ か らな い ん で す 。汽 車 が な い ん で す 。」 私 は叫 ぶ よ う

に吾 った 。

「こ こに あ る よ
。 お れ た ちが あ ん た を か くして あ げ よ う」

私 の 手 を と ろ う と ８本 か １０本 ぐ らい の 腕 が 伸 び， 私 は窓 か

ら引 っ ぱ り込 まれ ま した 。 列 車 は 男 た ちで 一 杯 で した。 「ま

あ乗 心 地 は良 くない だ ろ うが ， い つ で も一人 ぐらい は 余分 に

乗 れ る んだ よ」 と一 人 の 兵 士 が 言 い ま した 。

「ど こに い らっ しゃ る の」 と不 安 げ に尋 ね ま す と， 「お れ

た ち に は わか らん。 だが ， こ こを 出 る こ とだ け は間違 い な い

ね 。」

兵 士 た ち は窓 ぎ わ の狭 い場 所 を あ けて くれ ま した 。 も しそ

うで も して くれ なか った ら私 は窒 息 して しま う と こ ろ で し

た。 も し列 車 が とま った ら， 軍 服 の下 にか く して くれ る と言

っ て くれ ま した。 列 車 は何 度 も とま りま した。 連 合 軍 の 飛 行

機 が襲 来 す るた め， 列 車 は トンネ ル の中 や森 のか げ にか くれ

な け れ ば な らな い の で した。 しか し何 の命 令 も出 なか っ た の

で 当座 は 臭 い を放 つ軍 服 の下 に か くれ ず に す み ま した。

ドレス デ ンの 郊外 ま で １４時 間 以上 もか か り， ドレス デ ンの

駅 が 爆 撃 を 受 け て破 壊 され て い た た め， 補 助 駅 ま で戻 らな け

れ ば な りま せ ん で した。 行 け ど も， 見 え るの は た だ焼 け跡 と

が れ きば か りで ， これ が か つ て バ ッハ や モ ー ツ アル トの住 ん

で いた 町 と は とて も思 え ま せ ん で した。

ドレス デ ンで私 は再 び 一人 ぼ っ ちに な りま した。 混 乱 は ひ

ど い もの で した 。赤 十字 の人 た ちが け ん め い に負 傷 者 や子 供

の世 話 を して い ま した。 また 軍 用 車 が 目ま ぐる し く疾 走 して

い ま した。 だれ か と話 を す る こ とな ど とて もで きま せ ん で し

た。

「焼 け跡 にか くれ ろ。 す ぐまた 爆撃 が あ るぞ 」 とだ れ か が

私 に叫 び ま した。

ま た非 常 な絶 望 感 に襲 われ ま した。 「ど う した らい い の」

私 は あ て もな く歩 き なが ら祈 りま した 。



す る と妙 な感 じが して き ま した。 目 に見 え な い けれ ど愛 の

こ も った腕 が私 の 肩 を抱 い て い る よ うな感 じで した 。 私 は そ

れ を 非堂 に強 く感 じま した。 数 分 後 ， 一 台 の軍 用 トラ ックが

私 の そ ば を か す め て 通 っ て行 き， 急 に と ま った と思 う と私 の

所 ま で 引 き返 して きま した。

７お 嬢 さん
，乗 るか い」

「え え
， え え お願 い しま す。 運 行 して い る鉄 道 の駅 へ 行 き

た い ん で す け ど。」

「お 乗 り
。 見 つ け て あ げ よ う。」

そ れ は奇 跡 と しか 思 え ませ ん で した。 突 然 プ ラ ッ トホ ー ム

と線 路 と汽 車 が 現 わ れ た の で す。

「これ は 軍 用 の 駅 で す か」 と私 は プ ラ ッ トホ ー ム を歩 き な

が ら， 大 尉 に尋 ね ま した 。

「そ うだ よ
。 君 は こん な所 で 何 を して い るの か ね 。」

私 は あの 書 類 を 見 せ ま した 。 大 尉 は や さ しげ な 目で私 を 見

て ， 「信 じ られ な い」 と言 い ま した 。 「我 々 の 国 は 一体 ど う

な って い るの か 。 こ こで 待 って い な さい 」 とや さ し く言 う と

将 校 た ち の所 へ 歩 いて 行 き， 少 し話 し合 った 後 ， 私 に来 る よ

うに合 図 しま した 。

藻灘

灘 蟻
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「私たちはこれか らベル リンへ行 く。知っての 通 り戦 闘

だ。ロシヤ軍がポッダムに迫っている。君は列車 に乗 ってよ

ろしい。責任をもとう。」

私は再びす し詰めにされました。今度は立ったまま乗らな

ければなりませんで した。時には片足で立っていたこともあ

りました。それはとても苦 しい旅で したので，今でも本当に

耐えてきたとは信 じることができません。一人の兵士が古い

パンを少 しくれましたが，それはケーキのようで した。それ

は三日目にやっと口にした食物でした。食物をそれほどあり

がたく思ったことはありませんでした。私は静かに感謝を捧

げました。

空は列車を捜す連合軍機で一杯で した。また森や トンネル

の中で停車 して待たなければなりませんでした。たびたび，

列車は戻 らなければならないこともありました。それはまる

で私たちが出発 した所へ戻っているような気さえしました。

地平線上の至 る所に火の手があがり，大砲の音がしきりに聞

えました。

列車が終着駅に着いた時，私の足は感覚がないほどはれあ

がって しまいま した。兵士たちは巣に火をつけられた蜂のよ

うに列車から飛び出 しま した。私たちは音を聞き分けられな

いほど騒々 しい戦闘地帯の中にいたのでした。だれかに話 し

かけても無駄なことを知った私はあてもな く歩き始 め ま し

た。疲れ果て，恐怖で身がつまされる思いで した。すると，

その時， 「ベル リンまで乗るかい。地下鉄の駅まで乗せてあ

げよう」という声を聞きました。その声はまぎれもない前に

会ったあのやさしい顔を した大尉で した。

ベル リンに着いて私は地面を見ました。 これは地球ではあ

りませんで した。 これは天地創造の最初の段階にある別の惑

星でした。色や生気が消え失せ，すべての生物は地下鉄の ト

ンネルにもぐっていました。そこにはおびえている大勢の人

たちがいました。多 くの入々の目に恐怖を読みとることがで

きました。幼い子供たちの顔にさえ，生気がありませんでし

た。私はあてもなくさ迷いま した。手に持 っていたスーツケ

ースをもぎとろうとする人がいま したが，私はその中に自分

の命があるかのようにしっかり握 って離 しませんで した。

「ベル リンを発つ電車 はまだありますか」と尋ねると 「お

嬢さんあんたは気でも狂 ったのかね。ベル リンはロシヤ軍に

包囲されているんだよ。あんたは，シベ リヤへ行 きたいのか

い。」人々はかみつくように言いました。

私はもうあきらめようとしました。脱出する手だてがな く
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それ にす っか り疲 れ 切 って い ま した 。 け れ ど もそ の 時 また私

の肩 を抱 いて しき りに や って み させ よ う とす る見 え な い手 を

感 じま した 。 まだ 何本 か の地 下 鉄 が 動 い て い る こ とを 知 った

時 ， 私 は レー タ ー ・バ ー ン ホ フ に は行 くまい と決 心 し ま し

た。 他 の方 面 に行 くよ う．に強 く感 じ， 次 の電 車 に 乗 り ま し

た。 北 へ 行 くのか ， 西 へ 行 くの か ， 南 へ 行 くのか 全 くわ か り

ませ んで した。 けれ ど も地 下 道 を出 る と， 真 向 い に以 前 鉄 道

の駅 だ っ た所 を見 つ け ま した。 くず れ た石 の 中 に汽 車 が停 っ

て い ま した。 そ して乗 客 は民 間 人 だ った の で す。

「待 って」 と叫 ん で
， 汽 車 は す ぐに 出 る気 配 もなか った の

で す が ，私 は疲 れ た足 を ひ きず って走 りま レた。

「お願 い
。 この 汽車 は ど こへ行 くの で す か」

「ハ ン ブル グ」 とだ れ か が答 え ま した
。

「ハ ン ブル グ
。 あ あ ， あ りが う ご ざい ま す。 主 よ」 私 は大

声 で 祈 り ま した。 「あ りが と う ご ざい ます 。」

赤 ん坊 を抱 い た母 親 た ちが私 に席 を ゆ ず って くれ ま した 。

魔 法 ビ ンか ら ミル クを つ い で私 の 手 にお い て くれ ま した。 こ

の世 は ま だす ば ら しか った の で す 。

い らい ら し， 性 も根 もつ き はて る よ う な三 時 間 の 後 ，汽 車

は 出発 しま した。 も し， 線 路 に爆 弾 が 落 ちた ら。 ロ シ ア軍 が

完 全 に包 囲 した ら。 い ろ い ろ な惨 事 が いつ で も起 こ り得 る状

態 で した。

や っ と汽 車 は郊 外 を の ろ の ろ進 み始 め ま した。 遠 くで爆 弾

の落 ち る音 が 聞 え ま した。 地 平 線 に煙 が な び いて い ま した。

この 時 も汽 車 は とま って， 空 に爆 撃 機 や戦 闘 機 が い な くな る

の を 待 た ね ば な りま せ ん で した。 ハ ン ブル グ が ま た空 襲 を受

け た の で は な い か し ら。私 の家 が爆 撃 を受 け て い る の で は な

い か しら。両 親 に 何 か が起 こ って い るの で は な い か し ら。 け

れ ど も私 は 心 の 中 で 父 と母 を は っ き り見 る こ とが で き た の

で ， き っ と無 事 で あ るに違 い な い と思 い ま した。

汽 車 は の ろの ろ進 み続 け ま した。 普 通 の旅 で す と一 日 もか

か らな い の で す が 二 日か か って ，汽 車 は ハ ンブ ル グ の近 くの

小 さな 町 につ き， そ こか らは進 み ま せ ん で した。

「エ ル ベ 橋 は 通 れ な い そ 」 と叫 び声 が しま した
。 「ハ ンブ

ル グへ 行 く人 は 歩 か ね ば な らん ぞ 。」

「ど うや って エ ル ベ 川 を 渡 る
。」

「わ り と小 さな 橋 はま だ 大 丈 夫 だ
。」

人 々 は グル ープ に 分 か れ て， 元気 な グル ープ は 弱 って い る

グル ー プを 助 け ，子 供 や 赤 ん坊 の世 話 を しま した。 人 々 は グ

ル ー プ ご と に散 らば って 進 み ま した 。

２０６

「溝 や森 に ぴ った り くっつ い て行 け 杣 だれ か が 後 の方 か

ら叫 び ま した。

私 た ち は ハ ンブル グか ら２５キ ロの地 点 に い ま した が， この

最 後 の旅 が 一番 つ らい旅 で した。 私 は足 を ひ きず っ て夢 中 で

歩 きま した 。私 た ちの グル ープ は次 第 に小 さ くな りま した。

私 の よ う に遠 くまで 行 く人 は い な か っ た か らで した。

エル ベ 橋 は片 脚 を 空 中 に， 片 脚 を半 分水 に つ け て 巨人 の よ

うに あ おむ け に な って 倒 れ て い ま した。 私 は壊 れ て は い ま し

たが ， なつ か しい町 を見 る と胸 が 一杯 にな りま した 。 サ イ レ

ン が二 度 鳴 りま した が ， 幸 い短 時 間 で 終 わ りま した 。最 初 は

防 空 壕 に， 二 度 目は焼 け跡 にか くれ る時 間 が あ り ま した 。

なつ か しい ハ ンブル グ に残 され た も の とい え ば ， 緊 張 と破

壊 しか な い よ うに思 われ ま した。 戦 争 は大 きな 犠 牲 を要 求 し

て い ま した。 私 の足 は はれ あが って 靴 を は けな いた め， 手 に

持 って歩 き ま した。 あ と二 ， 三 キ ロで ， わ が 家 に帰 れ るの で

す 。 ５， ３， １， あ と １丁 で ， 私 た ち のつ つ ま しい街 ， ダ ン

レル ス ベ ッ クで した。 私 は 目を つぶ っ て街 角 を 曲 が りと ま り

ま した。 私 は身 震 い しま した。 目 を あ け た時 ， も し何 事 もな

か った の な ら友 達 や近 所 の人 が そ こに い る で し ょ うか 。 けれ

ど も と にか く目を あ け な け れ ば な りま せ ん で した。 目を あ け

ま した 。 そ こに は月 光 を浴 び影 を お と して い る あ の煙 突 が あ

り ま した 。 わ が 家 は も との ま ま で立 って い た の で した。

「主 よ あ りが と う ござ い ま す
。」

で も両 親 は無 事 か しら。 胸 が一 杯 に な り，か け 出 しま した 。

「聞 こえ て
。 私 よ，あ け て ち ょ うだ い。 あ けて ，私 な の よ 。」

何 の音 も しませ ん で した 。

「聞 こ えて
。 私 よ。 あ けて ち ょうだ い 。」

す る と突 然 ， 家 の中 か ら足 を 引 きず って 歩 く音 が しま した。

「ど な た です か
。」 父 が ドア を あ け ま した。

「お お
。 カ ー ラ， カ ー ラか い。 か あ さん ， か あ さん， 起 き

な さ い。 娘 が 帰 って きた ん だ よ 。」

両 親 は ドア の と こへ か け寄 って き ま した 。

「夢 か と思 っ た よ」母 は泣 き叫 び ま した
。私 た ちは抱 き合

い， キ ス し， わ け もな く しゃべ り， 一 度 にわ っ と 泣 き ま し

た。 私 は家 に帰 った ので した 。

「私 た ち は 日夜 お祈 りを 捧 げて い た ん だ よ。 そ れ に近 所 の

人 た ち もだ。 み な さん で 祈 って 下 さ った の だ よ」 と父 が言 い

ま した。

私 は あ の 目 に見 え ない 腕 が 幻 想 で は な か った こ とを知 った

の で した。
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ジ ェ ー ン ・マ ー シ ャ ル

タ ヒチ島 に赤 い シ ャツを 着 て ， 仕 事 に精 を 出 して い る婦 人

が い ま した。 彼 女 の背 中 は曲 が り， 片 方 の 目 は見 え ませ ん で

した が， 指 だ け は， 目 に もと ま らぬ早 さ で， た この木 か ら作

っ た ひ ごを織 っ て， カゴ や帽 子 ， 下 に敷 くマ ッ トを作 って い

マーシ ャル博士 は１９５５～５８年 タ ヒチに伝道を し，その後妻の

ジ ェーンと共 に勉学のため にアメ リカに戻 った。 コネチ カ ット

大学で博士課程を修了後 ，西部 アメ リカに住居を構えよ うと計

画 して いる。二 人はハー トフオー ドステーキ部， マンチエスタ

ー ワー ド部 に属 している
。

２０７
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ま した 。

この仕 事 は彼 女 に と って い ま に始 ま った 仕 事 で は あ り ませ

ん で した。 八 十 歳 に もか か わ らず ， 彼 女 の 手 は ア ミの よ うな

材 料 に す っ か りな じんで いて 彼 女 は巧 み に これ を ひね った り

曲 げ た り押 え こん だ り して こま物 を編 ん で い ま した。 彼 女 に

は あ る 目的 が あ りま した の で， 片 時 も手 を 動 か す の を や め ま

せ ん で した 。 そ の 目的 とい うの は， 三 度 目の ニ ュー ジー ラ ン

ド神 殿 訪 問 に参 加 しエ ン ダ ウ メ ン ト， 結 び 固 め， バ プ テス マ

を 受 け る こ とで した 。 彼 女 は この 目的 が 果 た せ る 日を 首 を長

く して 待 ち望 ん で い ま した。

何 年 も の間 ， これ は テ リオ テ マ ナ に と って か な うか か なわ

な いか わか らな い夢 の よ う な話 で した 。 彼 女 は竹 で 造 った 小

屋 の す み に座 っ て， 遠 い マ オ リ入 の 国， 主 の神 殿 が あ る ニ ュ

ー ジ ー ラ ン ドへ 行 く費 用 を作 る た め に こま物 を織 っ て こつ こ

つ とお 金 を た め て い ま した。 彼 女 が朝 早 くか らた そ がれ ど き

まで編 み続 け て し｝る間， 夫 の ブ ナ も二 人 の計 画 を果 た そ う と

励 ん で い ま した 。彼 は い つ か これ らの 野菜 を売 っ て預 金 の足

しに しよ う と ギ ャベ ツや トマ トそ れ に タ マ ネギ の うえ て あ る

畑 を 耕 した り草 を 取 った り して い ま した 。

それ か ら数 年 が 経 ち， こ ま物 織 り と野 菜 作 りは相 変 らず続

きま した。１それ で わず か ず つ で した けれ ど お金 はた ま って い

きま した。．世 界 中 の人 々が プ レゼ ン トの包 み を開 き， マ ン ト

ル ピ ー子 か ら くつ下 を お ろ す ク リス マ ス の 日， テ リオ テ マ ナ

とブ ナ．はニ ュ ー ジ ー ラ ン ド神 殿 の急 な階 段 を厳 か な気 持 で踏

み しめて い ま した。 二 人 は夢 心 地 で， 耳 慣 れ な い言 葉 で話 し

て い る テ ンプ ル ワ ー カ ーの楽 しそ うな声 も耳 に は い らず， ク

リス マ スの 日 に夢 か な って ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド神 殿 に到 着 し，

その 神 殿 の 中 を 通 りぬ けて い る とい う うれ し さの あ ま り，・さ

さや きあ って い る タ ヒチ の 聖徒 た ちの さ さや き声 さえ耳 に は

い らぬ よ う に歩 い て い ま した 。

これ は１９６３年 の こ とで した。 初 め て 神 殿 を訪 問 した ζの タ

ヒチ の聖 徒 た ち は１５日間 ， 毎 朝 ６．時 に神 殿 へ 行 き， 多 くの セ

ッシ ョンが 終 わ って ， 神 殿 が 閉 じ られ る真 夜 中 ま で 神 殿 に い

ま した。

タ ヒチ の聖 徒 た ちが つ い に機 上 の人 と な って ， タ ヒチま で

の２３００マ イル の帰 途 に着 い た時 ， これ で 夢 は果 た さ れ ま し

た。 しか し， テ リオ テ マ ナ に とって ， これ か らが 始 ま りで し

た。 座 席 に頭 をも たせ か け 目を と じて ， 彼 女 は神 殿 で 聞 い た

こ とば を しっ か り と心 に き ざみ こ も う と， 少 しず つ 神 殿 で 経

験 した こ とを あれ これ と思 い起 こ し始 め ま した。 タ ブ アイ に

２０８

ある彼女のもろい竹小屋に戻って来てからも，眠れない夜は
も

この神殿での経験を思い出 していま した。パピエテの新空港

で飛行機を降 り，他のタヒチの聖徒たちに別れを告げて，夫 と

共に自分の島へ帰るために７日間の船旅の準備を しま した。

この時彼女は帰ったら再び， こまもの編みを始めなければな

らない，今度は前よりもっと本気になって編もうと思いまし

た。

「来年 もまた，私たちと一緒にいらっしやるで しょう？」

と トーマス ・Ｒ ・ストーン部長は飛行機から降 りる彼女に手

をか しながらたずねました。「来年」「来年」 「来年」 この言

葉が彼女の心の中に波紋のように広がっていき，不可能なこ

とであるという懸念が浮んで消えま した。何年もかかってや

っと果た し得たことをたった一年やそこらでどうやってもう

一度神殿に行 くことができるで しょうか。彼女には健康の問

題がありました。それよりも命があるかどうか。 「もし主が

私に力を与えて下さり，生きながらえさせて下されば…」と

彼女は言いました。 「大丈夫，きっとできますよ。」 部長は

答えました。伝道部長 と約束 した言葉と神 と誓約 した言葉が

次の１８か月間というもの，たえず心の中にこだましていまし

た。

１９６５年 ７月に再び，タヒチの聖徒たちはニュージーランド

に向けて出発することになりま した。これに再び参加しよう

と，テリオテマナは織物を織りに，夫のブナは耕作に戻りま

した。収穫は毎年減少 し，ブナのか らだはだんだん弱ってい

きました。二人はブタを売 り払い，７０代もなかばを向かえた

ブナで もできるような職を見つけるためにパペーテに移りま

した。プナはついに波止場で仕事を見つけました。その仕事

は安い賃金でしたが，静かにやれる仕事で した。

一方，テリオテマナの手は相変 らず，た この木のひごによ

りを掛けたり，穴をかが ったりして帽子やかごや敷物を編み

上げていま した。神殿訪問の時期がだんだん近づき，タヒチ

聖徒の第二回神殿訪問計画 も詳細なことまで決め られ ま し

た。しか し，彼女の手は，なおもこま物を編み続けていまし

た。神殿を訪問する費用になる程，お金はたまっていなかっ

たからです。宣教師たちは彼女に寄付をしました。いまや，

テリオテマナのゴツゴツとふしくれだった手はひごを編み上

げて，これを売 ったお金を宣教師たちに返すなどとてもでき

そうにありませんで した。 しかし，飛行機が予定通 り出発 し

た時，ブナとテリオテマナの二人 も機上の人 となっていまし

た。
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’ 』「もし主が私に力を与えて下さり，生きなが らえさせて下

されば」目的地に向かって飛ぶ飛行機の中で，この言葉はテ

リオテマナの心を何度 も捕えて離さなかったにちがいありま

せん。彼女は生 きながらえてニュージーラン ドへ行 く途中で

したけれど，自分の片方の目がもう何 も見えなくなったこと

や腰が じわ じわと曲ってい く痛 さやとりわけ，パペーテの医

者に通ってＸ線の治療を受けたことなど，だれにも話 したく

ないと思っていま した。

神殿にはいるとなつか しさがこみ上げてきました。前に来

たときと同 じようにホールや階段までも彼女の訪問を歓迎 し

て くれているようで した。 しか し今回は以前 よりも各部屋が

暗 くぼんや りとしか見えず，脚 も前 よりずっと弱 っていまし

た。テリオテマナは病いに倒れま した。至急電報がうたれて

彼女が危篤状態に陥っており，手術するために伝道部長の承

諾が必要であるということがス トーン部長に知 ら され ま し

た。ス トーン部長は，即刻テリオテマナに手術を受けさせ，

彼女に灌油の儀式を施 し，タヒチの聖徒たちは全員断食 と祈

りを始めるようにと折 り返 し電報で指示 してきま した。

それか ら二日間，テリオテマナは病室や包帯それにタヒチ

語 こそ話 していませんで したが，白い服を着た看護婦 さんが

シーツのしわをのばしたり，ほほえんでいるのがかすかに見

えました。それか ら，タヒチの聖徒たちの監督を しているマ

ーロン ・Ｋ ・アシュ トン長老はベ ッドの側に座り彼女の手を

やさしくなでて， この二日間に起こった奇跡的な出来事を話

しました。手術は成功 したので した。彼女自身の 信 仰 と共

に，彼女の愛するタヒチの聖徒たちが行なった断食と強い信

仰 と心からの祈 りが奇跡を起 こしたのです。

その日から１９日間で彼女はタヒチの聖徒たちのところへ帰

れるほど丈夫になりましたδそれで，彼女はニュージーラン

ドでの最後の一 日をみんなと共に過 して，予定通 り聖徒たち

と共にタヒチに帰 りました。

また年月が過ぎ去 り，テリオテマナはまた別の重い病気に

みまわれましたが神権の力 と信仰の力によっていやされまし

た。彼女はもうあの丘の上に建てられた神殿がある遠い島へ

と旅をすることはできないかもしれませんが，交 した誓約 と

受けた約束それにニュージーランドで経験 した奇跡のことを

深い感謝の念をもって思い出しています。

神がテリオテマナに力を与えて下 さり，生きなが らえさせ

て下さっているあいだ，彼女の指はりっぱなたこの木ひごで

こま物をせっせと編み続けることでしょう。

忘 れ られない

誕生 日

＿ ンプ ル ス ク ウ ェア ーの守 衛 を し

ア て い る兄 弟 が次 の よ うな話 を し

て くれ た 。

「最近 の こ とで す が
， あ る朝 ，私 は

神 殿 の 門 の 所 で 机 に 向 か って 本 を読 ん

で いま す と， ドアを ノ ックす る音 が 聞

こ えま した 。 外 を の ぞ くと，７，８歳 位

の 子 供 が 二 人 立 って い ま した 。 そ の 子

供 は き ちん と服 を 着 て お らず ， 顔 も洗

って い ない 様 子 で ， そ れ に髪 も く しゃ

く しゃで した 。 お 父 さん や お母 さん が

起 き る前 に家 を 出 て きた よ うで したρ

子供 の 後 を 見 ま す と， 二 台 の うば車 に

赤 ん 坊 が の せ られ て い ま した 。 どん な

用 か 尋 ね ま す と， 一人 が うば車 の 弟 を

指 さ して ， こ う答 え ま した 。

『あの子 は ジ ョー とい うん で す 。 ジ ョ

ー と握 手 して くれ ま せ ん か
。今 日は ジ

ョーの 誕 生 日で ， 二歳 に な る ん で す

よ。 ジ ョーが 大 人 に な った 時 二歳 に な

った 日 に神 殿 を さわ った こ とを 思 い 出

す よ う に， 神 殿 を さわ らせ て あげ た い

ん で す 。』

も う一 人 の赤 ん坊 を 指 さ して ， 『こ

の子 は マ ー ク とい うん で す 。 マ ー ク も

二 歳 で す 。』 と言 い ， 小 さ な子 供 に似

合 わず 敬 慶 な態 度 で こう頼 み ま した 。

「中 へ 入 っ て神 殿 に さわ って もい いで

す か』 「もち ろ んだ とも』 と私 は答 え

ま した。 二 人 は うば車 を 押 して 中 へ 入

り，赤 ん坊 を抱 き上 げ る と，そ の手 を 聖

い建 物 に くっつ け ま した 。 私 は胸 が つ

ま され るよ うな思 いで ， そ こに立 って

い ま した。 す る と， 少 年 が 弟 に向 か っ

て こ う言 うの が 聞 こえ ま した。 『さあ，

ジ ョー， これ で お前 が ２歳 の時 に神 殿

を さわ った こ とを き っ と忘 れ な いね 』

二 人 は私 に お礼 を言 う と， 家 へ 帰 って

行 きま した。

ハ ロル ド・Ｂ・リー第一副管長

１９５７年 ４月大会

２０９



日本東伝道部

〈友 よ大 地 に明 日を築 こ う〉

一 迫 りくるユ ースコンフ ァレンスー

日本東伝道部初のユース コンファレンスは，盛夏 の ８

月，北海道札幌市で開かれます。既 に参加 申込 も続 々本

部 に到着 しています。 プ ログラム も決 ま り，いよいよ大

会当 日を待つのみ とな りま した。

８月 ６日 （金） は，札 幌市 立体育館 で， ９時か ら開会式 ，引続 い

てスポー ツ大会が開かれます。 バ レー ボー ルの決勝戦の外 ，インス

タン トチームの試 合，小 さい子供 の運動会 と，家族全員が参加で き

るプ ログ ラムが用意 されています。

夜 の演劇祭 は，札幌支部Ｍ ＩＡホー ルで，東北が 「さっぱ夜ぱな

し」 ，北海道が 「夕つ る」 を上演 します。

７日 （土）は

朝 ８時か ら１０時

まで ゼ ミ ナ ー

ル。 ５つの分科

会に別れて，膝

っ き合わせて大

い に討議 して も

らいます。

１０時半か ら ５

時半までは，思

う存分北海道 の

自然 に親 しんで いただ く，楽 しいハ イキングな どの コースが幾 つ も

用意 されて います。

夜 の ６時 か ら９時まで は，ダ ンスパーテ ィーで，過 ぎゆ く札 幌の

夏 の夜を惜 しんで下 さい。

８日 （日） は朝 ９時か ら１２時まで，札幌支部の会堂で 証 詞 会 で

す。

北海道で行なわれ る初のモルモ ンの若者 の祭典 は，美 しい自然 ，

気候風土 と相 まって， きっと参加 した若者 たちに素 晴 しい感銘 をも

た らす ことで しょう。

〈 扶 助 協 会 の ホ ー ム・メ ー キ ン グ活 動 〉

％

一・日の 必 要 量 （成 人女 ）

教類 ・噂 Ψ

穿類 吻 θ
ヒ も

タ で コ

躍 ．肉

ノノ ロ へ　ξ！＋⑳

吻 ０

！〃プ 動

㍊ 擁蓼〆鶴
蒙勤 『多◎暁

チ ロ へ

砂糖吻孝三

抽 ２与ジ

お

５０９， レバ ー１０９と野 菜 を少 しな ど， ぜ ひ と りた い と思 い ま す。

ホ ー ム ・メー キ ング の活 動 は，続 い て ， （１） び ん 詰 の消 毒 と殺菌 法

つ め方 。 保 存 食 の 実 習 。 〔２） い ち ご ジ ャム ， み か ん マ マ レー ド， マ

ヨネー ズ ソー ス， ソー スの い ろ い ろ。 〔３＞ トマ トを 使 って ， ジュ ー

ス， ピュー レ， 自家 製 パ ンの作 り方 ， い も料 理 ，豆 料 理 。 （４） 貯 蔵

の ま とめ ， 安 くて 栄 養 の あ る献 立 の 実習 ， な どへ と進 み ま した。

自家 製 パ ンな ど も大 変 好 評 で ， 早速 あ ち こち の家 庭 で試 み られ て

い ます 。 会 社 の 同 僚 の結 婚 式 に ， 五 段 の ウ ェデ ィ ング ケー キ を女 子

社 員 み ん な と共 に作 って あ げ て 喜 ば れ た な ど ，実 地 に応 用 さ れた 例

も あ りま す 。 今 製 造 元 か ら ビ ンを と り寄 せて ，沢 山 ビ ン詰 を作 り，

販 売 しよ うか な ど と計 画 して い ま す。

ロスア ンゼ ルス大地震の例をひ くまで もな く，私 たちモルモ ンに

とって は，常 に食糧の貯蔵 と保存の必要性 が強調 され，奨励 されて

きま した。果物 ジャム ・缶詰 ・砂糖 ・小麦粉 ・米な ど必要 なあ らゆ

る物 が貯蔵 され ，保存 されな ければな りません。

私 たちも少 しずつ学び，また実際に保存食な どを作 る ことによ っ

て，その必要性 を自 らの もの にしてゆ きたい と思います。

旭川支部 の扶助協会で は，先ず最初 に，一体 どの位の ものを貯蔵

した らよいか， とい う疑 問か ら出発 し，一 日の必要食品 と量を出 し

て見 ま した （図参照）。 これで一週間分， 一か月分 の買 い物 と貯蔵

の目安がつ いて きま したが，同時に こうい った勉強の中で，毎 日の

献立 の中で必要 な食品が欠けてい るのに気付 く， とい った こともあ

りま した。 これ は貯蔵 ということの大切な副産物に違 い あ り ま せ

ん。 例えば，私 たちは朝食を もっと大切に して， タマ ゴ １個，い も 翻 ，

轡鯉

騎舞

：湖
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こ の 日 か ら …はや 三 年 … 響．
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（各地 のホテルヘ モルモン経配布）
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璽Ｔ ｈａｎｋ ｙｏｕ ｖｅｒｙ ｍ ｕｃｈ
， Ｄａｄｄｙ” 足璽Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ ｖｅｒｙ ｍｕｃｈ，

Ｍ ａｍｍｙ．” 涙 な が らに語 られ た １姉 妹 の この言 葉 に一 瞬会 場 は静 ま りか

え り， 次 の瞬 間 に は お さえ きれ ず堰 を 切 った よ うに あ ち こち で お こ った 鳴

咽 ， 流 れ で る涙 。 浜 松 で 開 か れ た 地 方 部 大 会後 の さ さや か な レセ プ シ ョン

で の この光 景 は愛 と感謝 と別 れ の 悲 しみ を 私 た ち １人 １人 の 胸 に あ らた に

こみ あ げ させ ま した。

本 当 に あ りが と う ご ざい ま した ，私 た ちの お 父 さん， そ して お母 さん。

この 三 年 間 ，私 た ちに もた ら され た数 々 の祝 福 ， どの １つ を と って み て

も， 日本 を 愛 し， 日本 の人 々 を愛 し， 私 た ちの た め に働 い て下 さ った ビル

ス 伝 道 部長 さん な くて は ，神 様 の 御手 も こん な に ま で この地 に な か っ た の

で は と思 え る程 で す。 沢 山 の 日本 か ら召 さ れ た宣 教 師 た ち， 次 々 とチ ャ レ

ン ジ され た す ば ら しい数 々 の プ ロ グ ラ ム， それ らを通 して非 常 に多 くの方

々 が福 音 を知 り， バ プ テ ス マ を お受 け に な りま した 。 そ して 日本 の地 に こ

ん な に は や くス テ ー キ部 が生 まれ ， 私 た ち に と って 夢 で あ っ た ソル トレー

ク神 殿 ， 総 大 会 訪 問 も実 現 して下 さ り， 今 又 あ らた に， 大 管 長 会 許 可 の も

とに大 きな系 図 の仕 事 が 日本 で は じめ られ よ う と して お り… …数 々の 忘 れ

得 ぬ思 い 出 と と もに ビル ス伝 道 部 長 御 夫 妻 の愛 と行 ない で 蒔 か れ た 種 を 大

き く育 くみ実 りを よ り豊 か に し， お父 さん お母 さん へ の お返 しを で き る よ

う， ま た， 新 ら しい 伝 道 部 長 と と もにが ん ば ろ う とい う静 か な 決 意 と感 謝

と別 れ の悲 しみ が交 叉 す る今 日今 頃 な の で す。

鵡
１９７１耳３耳

（富士の高 さをこえた モルモン経配布数）
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日本西部伝道部

私 の 改 宗
．牧 啓 也

１９７０年は私の生涯 において最 も記念すべ き年 とな るに

違 いな い。なぜな らこの年 に私は長 ら く探 し続けて きた

もの， この世 と人間のあ るがままの姿，すなわ ち 「人生

の真理」 に遭遇す ることがで きた。 これは実 にすば らし

いことで あった 。私が この世 に生まれて きた意味は何か，

私 の幸福 はどこにあるのか生存の 目的が 何であ って私は

何 をす れば．よいのか， とい った人生の根本問題 について

は っきりと した回答が得 られたか らで ある。

「四十に して惑わず」 という。思 うにこれ までのわが

半生 は，た だ自 らが よって立つべ きこの真理 を見出 さん

がための一道程 に過 ぎなか った。すべての失敗 とその後悔 も，多、

の人 間的努力 とその挫折 も，重な る快楽追求 とその苦杯め数々 も，

この真理 を得 んが ための試錬で あったのだ， と思わ ざるを得ない。

そ していまや私 は死 の不安 におのの くこともな く，光を求めて さま

よ うこともない。 ひたす らに この道を まっす ぐに歩んで行けばよい

のである。

七月の初 めに万 国博 を見 る機 会に恵 まれ……この館 の．出 口で買い

求めた 「モルモ ン経 」，読 み始 めるや否や私 は大 きな感動 に打たれ

た。 何 とすば らしい民族 の一大記録で あろ うか。 アメ リカ大陸の先

住民の歴史に語 られた神 のみ ことば とその遠大 な計画 の啓示。一読

して私は これまでの宗教上 の諸疑 問が氷解す る思 いで あった。余人

は知 らず私 は， この経典 をす ぐに 「ホ ンモ ノだ」と信 じた。 自 らの

中にあ る多分に信 じ易い性癖 を容認 しつ つも， 「モルモ ン経 は， ま

った く神か らの ものであ る」 とい う私 の確信 を公言 して はばか らな

い。 その後 この教えについて学 べば学 ぶほどその確信 は深 まるばか

りで ある。

高校時代 に自分の力の限界を知 り，やがて 自分 の存在 そのものに

疑問 を感 じ，度重な る焦燥感に襲われた。世 界を変革 する運動 には

真の生 きがいがあ るか も知れない と期 待 してのぞいてみた。 いろん

な宗教の門を叩いてみた。いずれ も駄 目だ った。私 には とてもつ い

てゆ けない と思えたのであ る。

学業を終 えて職を得，結婚 して子供 ができ， とい う普通 の社 会生

活 を営む年数が多 く．経過す るにつれて，私は 自分の思い上 が りを悟

るよ うにな った。私はい まあ るところの者で しかないのだ し，それ

以上で も以下で もないのだ と考 えるにいた った。

依然 と して 「世 の中 の役 に立つ人間 にな りたい」 とは老 えていた

し，多 くの人が幸福 になるにつ いて，何か私な りの手助けがで きた

らと心 の中に望 んでい た。 しか し実際 には，実のあ る行動は何 もし

て いない し，職場 の中で もか らっきし実力のない 自分を認めないわ

けにはいかなか った。

また，心 の中にもい ろいろの欲望が汚な くうず巻いてい る私であ

る こと，そ して その欲望 たるや年 とともに醜悪化 し，巨大化 してい

くよ うに思 われて仕方が なか った。然 り，私 は全 くもって，心底下

等 でかつ下 劣きわま りない人 間なので ある。 よ し， それな らそれで

「下根の凡 夫」に徹底 して生 きた らど うか， と考 えるにいた った。

・…“「い ったい，こ うい うことを くり返 して何 にな る と い う の

だ。 人 も自らを も傷つ けて残 るのは良心のか しゃ くのみ。 ああ， こ

の頭 の割 れ るよ うな痛 み と，全身の虚脱感 と，そ して胸の中の ドス

黒い苦渋 の固ま りか ら脱れ 出ることさえで きるな らば……」 とただ

声をのんで泣 くことしかで きなかった。

現在，私 は不完全 きわま りない し多 くの悪 い要素，知恵 に欠け る

ところ，弱 点，他人 に冷 たいと ころを持 って いる。従 って このまま

の私 であ ってよいはずがない。私 は隣人愛の行 ない に富み，知恵 に

ま さり，善に強 くなければな らない。 え こひいきをせず， 自分を愛

す るよ うに他 人を愛する ことができる者 とな らなければな らない。

そ して今私 は このモルモ ンの教 えにつ き従 う限 りどこまで も進歩 し

てい って，ついにはキ リス トの高 さにのぼ り，神 の子 とされ る約束

を得てい る。

さらにすば らしい約束 を私 は得 ている。す なわち，私 は私の努力

によ って父を始め とする父祖たちの霊 に，幸福へ の道 をもた らす こ

とがで きる。 肉体を．もって今生 きている私が父祖 の救 い手 と して彼

等の幸福に奉仕す ることができ ることを知 っている。何 とこれ は大

きな希望ではないか。

私 はこの福音に立 って実験 してみた。神 の戒 めを守 って歩 いてみ

た。 そして， この イエス ・キ リス トの福 音の真理 が私 の中で よい実

を結びつつあ ることをは っきり体験 している。私 によいものであっ

たか らきっと他の人 々に とって もよい ものであ るに違 いない。私 は

自 らの実験が成功 し，今 後ますます成 功する と確信 しているので ，

だれ に向か って も 「どうぞ，ひ とつ試 してみませんか」 と自信 を も

って勧 めることがで きるし，また そうしなければな らない と思 って

いる。

注 ：筆者 は奄美大島の県庁支所 に勤務 し，本年三月に大神 権を受

けた６現在奄美大 島には二人の宣教師が送 られ，島民よ り多大 の

歓迎 を受 けている。

愛 と 励 ま し に

内 田 美 雪

皆 様の暖い愛 と励 ま しによ り，私 はソル トレー ク市の初等協会小

児病院で第 一回目の手術 を受けるこ とがで きました。 ＹＷＭ ＩＡ会

長の ジャコブセ ン姉 妹や，多 くの兄弟姉妹が私 を助 けて下 さってい

ます。手術 は大成功 だ ったのです。 も う今す ぐにで も日本へ帰 りた

い気持ですが， この成功 で，その日も間近で あると思 います。私 は

この経験を通 して，現在私 があるのは福音が真実 だからで あるとは

っきりわか りま した。 そ してその福音 のもとに一つ となった兄弟姉

妹の一員である ことを誇 りに思 い，感謝 して います。 また皆様の愛

と助けを心か ら感謝 しています。 間もな くお会 いで きる日を楽 しみ

に しています。
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日本中央伝道部

日本 中 央 伝 道 部 新 伝 道 部 長 の 御 紹 介

写 真 向 って 左 よ りテ イ モ シ ー㈲ ， トム ・清 水 部 長 ，ス コ ッ ト（４＞，順 子 姉 妹

清水 伝道 部長 メ ッセ ー ジ

１８年前， 日本の地 に，私の第一歩を しるした時に，私 の夢 は

かなえ られ ました。父の農園で働いていた少年の頃か らの，私

の願 いは，いつ の日か，私 の先祖の育 った地を見 る こ と で し

た。 その願 いは，とて も強 く， こうした機会を得て，三度， こ

の 日本 の地 に参 りました。私は，天父な る神 に奉仕す るこの召

しに，心 か ら感謝 して お ります。

この教 会の会員 として ，私共が持 って いる使命は，救い と昇

栄の教 えを，宣べ伝 える ことで あり， この地上で，私達が しな

ければな らない大切 な業 は この他 に何一つ あ りません。

そ して 日本の国民に， イエス ・キ リス トの福音以上 に，大 き

な祝福を もた らす ものは， この地上 に何 もあ りません。

天父な る神が望 まれる処 まで ，日本 の国を高 めるよう，私達

のすべての力，体 力，勇気 とを もって ，共 に働 こ うと今決意 し

ま し ょう。私は天父な る神 と， この教 会 とを愛 して お ります。

私 は，神が生 きてお られる ことを知 って お り， あなたがた と，私の先祖の地に住む神の子等 と，天父な る神に奉仕 す る為に，私 の生命 を捧 げ

て おります。

終 りに，私は，私達 の この世 の生活 の本 当の目的 を達成す る為 に，共 に働け るよ うに， お祈 りしてお ります。 イエ ス ・キ リス トの御 名によ

り，アー メン。 清水 勝

岡埼幸雄伝道部長解任に当 り，新 らし く伝道部 長 としてＭ ・トム ・清水部長が任命 され ました。新伝道部長着任 に先立 って御家族を紹介い

た します。

Ｍ ・トム ・清水部長 はカ リフォル ニヤの西 ロス アンゼルスにて生 まれ，ユ タ大学 を卒業 しま した。１９６４年１０月１０日にロスアンゼル ス神殿で

出原順子姉妹 と御結婚 され， カ リフォル ニヤのエル ・セ グン ドの建設 部長 を しています。 清水部長 は日本で宣教師 と して働 いた経験が あり，

その他 に三つ の違 った ステー キ部で二つの七十人定員会会長 として奉仕 された り，バ トラーワー ド部 の書記 と して も働 きま した。

清水姉 妹は愛知県で生 まれ名古屋でバ プテスマを受けま した。 また 日本 で専任宣教師 として奉仕 され ，日曜学校 ，革 ＩＡの色 々の責任を持

って働 かれた経験が あります。杉 山女学校を卒 業 され米国のＵ． Ｃ． Ｌ Ａ．の芸術部 に入学 されま した。な お清水部長 には今年 ５月 ８日に

生 まれたマー ク ・マサ ヒデ清水君の他， ４才の スコッ ト君， ６才 のテ イモ シー君 の三人 のお子様 がい らっしゃいます。

：Ｍ ．１．Ａ ．コ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 し よ う ！！

日本 中央伝道部で は第三回 目の Ｍ．１．Ａ，コンファレンスを下記 の如 く盛大に行 な う予定です。新 らしい会員 は言 うに及 ばず求道者の皆様

をさそ って一人で も多 くの人 々が この意義 ある素晴 らしい コンファ レンスに御参加下 さい。

特 に若 い人 々の参加 を期待致 して おります。な お参加資格は １４才以上 ／００才までの人 々であれば誰 で も結構 です。

１．場 所 ：神戸 カ ナ デ ィア ソ ・ア カ デ ミー

２， 日 時 ＝８月 １２日 （木 ） ～ ８月 １５日 （日）

３． 参 加資 格 ：１４才 ～１００才 迄 ， 男 ， 女 ， 会 員 ， 非 会 員 を 問 わ な い

４， 参 加 費 用 ：４，５００円 （保 険 ， 宿 泊 食 事 込 み ）

５． ８月１２日 （木 ） オ リエ ソ テ ー シ ョ ソ， 開 会 式 ，盆 踊 りの 夕べ

６． ８月 １３日 （金） 音 楽 祭 ，討 論 会 ， ロー ドシ ョー

７． ８月１４日 （土 ） ス ポ ー ツ， グ ソスの タ ベ ， フ ァイ ヤ ー ス トー ム

８． ８月 １５日 （日） 神 権 会 ， 姉 妹 の 集 い ，証 会

」＝⇔ ・ 為 ∴

・．◎ ・

蜂

肇 ．．
幽 灘

日本 中央 伝 道部 役 員 サ ヨナ ラ ワーク シ ョップ

←

日本中央伝 道部 の補助組織役員 並びに神権役員が去 る ５月２９日～３０日にかけて集ま

り，岡崎伝道 部長夫妻最 後の トレイニ ングを受 けま した。

５月２９日 （土） お別れの晩餐 会 とフェロー シップの夕べ

５月３０日 （日） ワー クショップ及び証 会

３年間，精力的に働かれ偉大な リーダー シップを発揮 されて伝道部役員 を導 びかれ

指導 されま した岡崎部長御 夫妻 に深 く感謝致 します。帰 国後 の部長 と御家族の増 々御

活躍 と主の祝福を心よ りお祈 り致 します。
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